
令和7年12月3日

No 資料名 頁 タイトル 質問・意見 回答

1 実施方針 5 第2章 11
事業の対象となる業
務範囲

本文及び添付資料4より、運営事業者が行う業務は可燃ごみ及
び災害廃棄物の処理に関するものに限定されており、市民が体
育館や研修の場として使用する大研修室に関する予約対応、市
民の安全管理、スポーツ備品の補充などの業務は含まれないも
のとの理解で宜しいでしょうか。

原則見学に伴う利用は本業務とし、空き時間で一般での
予約、受付は市が行います。
スポーツ備品・用具の購入・補充及び維持管理は本業
務に含みます。

2 実施方針 6 第2章 13 余熱利用計画

「電気以外の蒸気や温水も積極的に活用し、エネルギー回収率
19.0% 以上を達成するものとする。」とありますが、要求水準書設
計･建設業務編(案)10頁「５　余熱利用計画」においては、「場内
供給（管理棟、計量棟、洗車場等も含む）は 、電気式での活用を
基本とする 。」とあります。蒸気や温水の活用は必須要件ではな
いという理解でよろしいでしょうか。必須である場合、シャワー等
の給湯も蒸気や温水を活用するものと考えられますが、全休炉
時は大研修室への来場者はいないものとして考えてよろしいで
しょうか。

前段については、貴社ご理解のとおりです。
後段については、全休炉時にも大研修室への来場者は
あるものとお考えください。

3 実施方針 6 第2章 14
売電収入等の帰属
先

余剰電力の最大化のためには、操業上の工夫や安定的な運転
継続が必要と思料しますが、事業者にこれらを促しごみの安定
処理を実現するために、余剰電力の一部を事業者に帰属させる
インセンティブを与えることをご検討いただけないでしょうか。

実施方針に記載のとおりとします。

4 実施方針 6 第2章 14 売電収入の帰属先

電力事業者への余剰電力の売電収入等は、市に帰属するもの
とするとの記載がございますが、運営期間中に提案発電量以上
の発電を行った場合、運営事業者側へのインセンティブについて
ご配慮頂けないでしょうか。

No.3の回答をご参照ください。

5 実施方針 7 第3章 2 （1）
募集及び選定スケ
ジュール

現地見学会が令和8年3月下旬に予定して頂いておりますが、工
事計画の立案等のために希望者が貴市へ申込のうえ見学頂く
機会を設けて頂きたく宜しくお願い致します。

実施方針に記載のとおりとします。

6 実施方針 17 第3章 5 (2) ア
特別目的会社の設
立

設計・建設期間の特別目的会社の所在地は姫路市外とすること
もお認めいただけないでしょうか。設計・建設期間中について
は、特別目的会社が果たすべき機能はほとんどなく、各種連絡・
郵便物の受け取りは代表企業等に集約させることが効率性を高
め、費用低減に繋がるものと思料します。

実施方針に記載のとおりとします。

7 実施方針 17 第3章 5 (2) ア
特別目的会社の設
立

運営・維持管理業務期間中において、本店所在地を本施設内に
設置する場合、無償にて貸与頂けるとの理解でよろしいでしょう
か。

貴社ご理解のとおりです。

8 実施方針 17 第3章 5 （2）
特別目的会社の設
立

本施設内に運営事業者の本店所在地を設置する場合、貴市より
使用料として請求されるのであれば、使用料のご明示をお願い
致します。

No.7の回答をご参照ください。
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9 実施方針
添付
-5

リスク分担(案)

共通段階13 施設の調査・工事・運営による騒音・振動・地盤沈
下等による場合の第三者賠償のリスク分担について民間事業者
所掌となっていますが、「民間事業者が行った」施設の調査・工
事・運営による騒音・振動・地盤沈下等による場合の第三者賠償
に限定頂けないでしょうか。

敷地内の施工範囲については事業者の所掌とします。

10 実施方針
添付
-5

添付
資料5

リスク分担（案）
共通／土地の瑕疵
リスクの内容：21

土地の瑕疵について民間事業者が副分担とされておりますが、
事業者に帰責はないリスクと思料します。このため本リスクにつ
いては貴市の主分担のみとしていただけないでしょうか。

No.9の回答をご参照ください。

11 実施方針
添付
-5,6

リスク
分担
（案）

・土地の瑕疵
・物価変動
・不可抗力

民間事業者のリスク分担は、△副分担（一定程度まで分担する）
となっておりますが、「一定程度」については入札公告における
契約書（案）等において具体的数値をお示し頂けるとの理解でよ
ろしいでしょうか。

入札公告で示します。

12 実施方針
添付
-5

添付
資料5

リスク分担（案）
共通／物価変動
リスクの内容：22

物価変動の内、運営前の物価変動について民間事業者が「一
定程度までは分担する」とありますが、本工事はインフレスライド
条項を適用する工事であるという理解でよろしいでしょうか。

入札公告で示します。

13 実施方針
添付
-5,6

リスク
分担
（案）

22 物価変動

賃金又は物価の変動に基づく請負代金額の変更の詳細要件に
ついては、入札公告における契約書（案）等においてお示し頂け
るものと存じますが、本事業は入札してから契約締結まで約5か
月と長期間となっており、入札図書提出日以降は事業者ではコ
ントロールできません。ついては、賃金又は物価の変動に基づく
請負代金額の変更におけるスライドの起算日は、入札図書提出
日とご指定頂けるようお願いします。

入札公告で示します。

14 実施方針
添付
-5

リスク分担（案）

共通段階22、23の物価変動項目で、運営前、運営後の物価変動
には、労務費の変動も含まれると理解してよろしいでしょうか。

入札公告で示します。
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15 実施方針
添付
-5

添付資料5　リスク分
担（案）
22、23

物価スライドは定められた公的指標、公的指数、物価本等に基
づき協議、精算されるのが一般的ですが、近年、それらに基づき
算出されるスライド価格と実勢価格の間に著しく乖離が生じてい
ます。目下、全産業に渡る人手不足、特に、建設業の所謂、「２０
２４年問題」の影響が顕著でもあり、特注品や労務費の物価高
騰に関しては、正確にその高騰額を表する指標等もない場合が
ございます。そこで「発注者・受注者間における建設業法遵守ガ
イドライン（第7版）」（令和6年12月・国土交通省不動産・建設経
済局建設業課）にも記載がございます「受注予定者の通常の事
業活動において把握でき、メディア記事、 資材業者の記者発表
又は公的主体や業界団体などにより作成・更新された一定の客
観性を有する統計資料など価格の上昇がわかる資料等に裏付
けられた情報」等により、貴市との協議を実施頂けるようお願い
申し上げます。

入札公告で示します。

16 実施方針
添付
-5

リスク分担（案）

共通段階26の負荷効力に関して、「通常の予見可能な範囲を超
えるもの」と記載がありますが、予見可能な範囲をご教示くださ
い。

事象ごとに異なるため、その都度協議を想定していま
す。

17 実施方針
添付
-5

リスク分担(案)
運営段階41、42ごみ量変動に関して、大幅な施設許容量の超過
とはどの程度のごみ量を想定されているかご教示ください。

運転等により対処しきれない事態を想定しており、事象
によります。

18 実施方針
添付
-5,6

リスク
分担
（案）

42 ごみ量変動

「施設許容量を大幅に超過（増・減）するごみ」とありますが、超
過の具体的数値については入札公告時にお示し頂けるとの理
解でよろしいでしょうか。

No.17の回答をご参照ください。

19 実施方針
添付
-5,6

リスク
分担
（案）

44 ごみ質変動

「一定範囲を大幅に超過するごみ質変動」とありますが、超過の
具体的数値については入札公告時にお示し頂けるとの理解でよ
ろしいでしょうか。

運転等により対処しきれない事態を想定しており、事象
によります。

20
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

2 第1章 第2節 4 事業実施場所

現施設および事業実施区域を含む敷地境界位置・座標（DWG
データ含む）を提示いただけないでしょうか。

敷地境界位置・座標（DWGデータ含む）のデータはあり
ません。なお、敷地境界位置については、入札公告で示
しますが、敷地図面については、添付資料-02「敷地求
積図」に基づいて、貴社において作図してください。

21
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

2 第1章 第2節 5 敷地

要求水準書添付資料01　事業実施区域で、「河川区域、港湾隣
接地域、河川保存区域、海岸保全区域の範囲は参考とする。」と
ありますが、明確な範囲（CADデータ・座標）を提示願います。

詳細な範囲は管理者に確認してください。
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22
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

2 第1章 第2節 5 敷地

要求水準書添付資料01　事業実施区域について、河川区域、港
湾隣接地域、河川保存区域、海岸保全区域に該当する場合、各
区域内の規制内容について提示願います。また各保全区域に
は工事を行う上で支障となるような残存工作物等はなく、添付資
料-2に示される地盤条件と考えて、予期せぬ障害物が確認され
た場合は費用の増加および工期の見直し共に協議いただけるも
のと考えてよろしいでしょうか。

前段については、各種法令を参照してください。
後段については、残存工作物の位置は添付資料-06「残
存工作物の位置図」をご参照ください。また、予期せぬ
大規模な地中障害物が存在した場合は、別途協議とし
ます。

23
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

2 第1章 第2節 6 ア ③ 全体計画

『本施設の受付時間は、委託・許可業者は24時間、一般持ち込
みは午前9時から午後5時までとし、ただし1月1日～3日を除くも
のとする。なお、夜間収集においても、円滑な受付管理ができる
ようなシステムを導入すること。』
上記の記載がありますが、計量機の再検定のため、事前に通達
を行い特定日付の受け入れを停止する、といった運用は可能で
しょうか。

そのような運用は想定しておりません。

24
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

2 第1章 第2節 6 ｱ ③ 本施設の受付時間

ごみ計量機システムの保全のため、また上位データロガーシス
テムへの計量データ伝送のため、30分/日程度の受付停止時間
を設けて頂く必要があります。メンテナンス対応時間も考慮し、
市川美化センターの夜間受付は22-5時であることから、受付時
間は24時間ではなく、9-17時及び22-5時と理解して宜しいでしょ
うか。

要求水準書（案）に記載のとおりとします。

25
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

2 第1章 第2節 6 ア ⑥ 全体計画

「⑥・・・多目的広場には、災害時は災害廃棄物の仮置き場として
活用するものとする。」とありますが、兵庫県「環境の保全と創造
に関する条例」に基づき、緑化を行い、緑化面積として含めてよ
ろしいでしょうか。

兵庫県「環境の保全と創造に関する条例」は建築物を対
象としているため、原則含められません。

26
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

2 第1章 第2節 6 ア ⑦ 全体計画

耐震基準として「焼却炉棟　建築設備は甲種」　とありますが、こ
れは設備機器の設計強度についてのみの規制で、ライフライン
の二重化等は対象外と考えてよいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

27
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑦ 洗車場

p152から洗車場の要求が削除されましたが、洗車棟は不要と考
えてよろしいでしょうか。

洗車場は不要です。

28
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑦ 建築物の名称

洗車場の記載がありますが、洗車場に対する仕様の記載がない
ため、入札公告時にお示しいただけるようお願いします。また滞
留スペースの検討のため、1日あたりの洗車台数について実績
データがあればご教示ください。

No.27の回答をご参照ください。
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29
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 ア ⑨ 全体計画

「建設地は、姫路市ハザードマップによると高潮（0.5～3.0m未
満）の影響が想定されるため、次に示す浸水対策を講じること。
a)～d)」とあります。例として、高潮の3.0mまで嵩上げを行う等の
浸水対策を計画した場合、a)～c)の浸水対策は必須事項ではな
いとの理解でよろしいでしょうか。

3.0mの嵩上げにより、その他の浸水対策が不要である
ことを示すことができる場合は認めます。

30
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 ア ⑨ 全体計画

「建設地は、姫路市ハザードマップによると高潮（0.5～3.0m未
満）の影響が想定されるため、次に示す浸水対策を講じること。」
とありますが、以下の質問に対するご回答をお願いいたします。
①高潮（0.5～3.0m未満）の基準レベルをお伺いします。既存の
焼却施設の設計GLは西側道路接続位置から1m程度高くなって
おり、その西側道路もハザードマップでは同じ高潮（0.5～3.0m未
満）の範囲となります。本工事における高潮対策（0.5～3.0m未
満）は西側道路の敷地境界レベルから行うものと理解してよろし
いでしょうか。もしくは西側道路の敷地境界から1m程度高い既存
焼却施設のGL±０からさらに0.5～3.0m未満という考えでしょう
か。対策高さレベルが大きく異なりますので、条件提示をお願い
いたします。
②現況地盤レベルが分かる現況測量図の提示をお願いします。
③盛土量算出のため、旧姫路市南部美化センター解体撤去工
事後の本工事への引き渡し地盤レベルを提示願います。

①西側道路の敷地境界から1m程度高い既存焼却施設
のGL±０からさらに0.5～3.0m未満とご理解ください。
②公告時に提示できる資料は提示します。
③公告時に提示できる資料は提示します。

31
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑨ 高潮高さ

高潮高さ0.5ｍ～3.0ｍ未満の基準レベルについては、姫路市南
部美化センターの現況地盤（ＧＬ±0）からと理解してよろしいで
しょうか。

貴社ご理解のとおりです。

32
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑨ 浸水対策

浸水対策が必要な高さはTP+3.0mだと思いますが、本敷地の標
高が資料では読み取れなかったので、標高が分かる測量図など
を入札公告時にお示し頂けるようお願いします。

浸水対策が必要な高さはTP+3.0mではありません。現況
地盤から３ｍまでが必要となります。標高が分かる測量
図などは公告時に提示できる資料は提示します。

33
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑨ 浸水対策
0.5m以上であれば嵩上げ量の上限制限はないという理解でよろ
しいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

34
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑨a) 計画地盤レベル

計画地盤レベルとは、姫路市南部美化センター造園工事 外構
工事の特記事項に記載のGL±0（TP+3.339）と理解すればよろし
いでしょうか。

No.31の回答をご参照ください。

35
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑨b) 電気室配置

電気室を２階以上に設置要求がありますが、高潮浸水高さ（3.0
ｍ）以上に設置すれば、２階以下に設置することを妨げるもので
はないと理解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。
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36
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑨b) 電気室配置

電気室を2階以上に設置する要求がありますが、特高受変電設
備は屋外仕様での対応も可能であり、止水性建具を配置するこ
とで浸水を最小限とし、排水設備を設けることで、プラントの運営
を維持できることを条件に特高受変電設備室は浸水高さ以下の
1階に配置することを認めていただけますでしょうか。

不可とします。

37
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑨c) 止水板設置範囲
高潮浸水高さ（3.0ｍ以上）に設置されている出入口については、
止水板設置不要と理解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

38
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 ア ⑫ 全体計画

「また、本敷地は液状化可能性指数（PL）が15超（極めて高い）
に該当することから、建築物及び特に廃棄物処理継続 に必要な
範囲（搬出入道路等）について、十分な液状化対策（側方流動を
含む）を行うこと。」とございますが、敷地に隣接する護岸がある
場合、側方流動に対する強化対策等が行われていればご教示
頂けないでしょうか。

把握しておりません。

39
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 ア ⑫ 全体計画

「また、本敷地は液状化可能性指数（PL）が15超（極めて高い）
に該当することから、建築物及び特に廃棄物処理継続 に必要な
範囲（搬出入道路等）について、十分な液状化対策（側方流動を
含む）を行うこと。」とございますが、隣接する護岸がある場合、
計画地との距離や、断面形状等をご提示頂けないでしょうか。

把握しておりません。

40
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 ア ⑫ 全体計画

「また、本敷地は液状化可能性指数（PL）が15超（極めて高い）
に該当することから、建築物及び特に廃棄物処理継続 に必要な
範囲（搬出入道路等）について、十分な液状化対策（側方流動を
含む）を行うこと。」とございますが、側方流動について適用する
基準、条件等についてご提示頂けないでしょうか。

適用する基準、条件等については事業者の判断としま
す。

41
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑫ 液状化可能性指数

「液状化可能性指数（PL）が15超（極めて高い）に該当する・・・」
とありますが、ご提供いただいた資料には液状化判定資料がご
ざいません。精緻な基礎構造計画、地下仮設計画のために、
PL=15超をご検討された際の室内試験結果と液状化判定資料を
入札公告時にお示し頂けるようお願いします。

本業務で施設の位置を決め、地中の試験を実施して下
さい。

42
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑬ 搬入車両の待機長

建設地入り口から計量棟までの待機長は1時間当たり最大23台
分の待機長を確保となっておりますが、これは計量棟での受付・
処理時間を含めて1時間に最大23台を処理出来れば良いという
ことで、23台並ぶ待機スペースは必要ないとの理解でよろしいで
しょうか。

貴社ご理解のとおりです。
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43
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 ア ⑬ 全体計画

建設地入口から計量棟までの待機長は、1時間当たり最大23台
分（令和5年度実績）とありますが、年間の日ごとおよび時間帯ご
との車両台数（収集車両、直接搬入車それぞれ）をご教示いただ
けないでしょうか。
また23台が想定値の場合、23台の想定根拠についてもご教示
頂けないでしょうか。

No.42の回答をご参照ください。

44
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 ア ⑯ 全体計画

「見学者は、最大180人（30人×6クラス）が見学できるよう研修室
や見学ルートを 計画することとする。」と記載がありますが、第3
章第2節5(2)イ　エントランスホールの見学者人数は120人とあり
ます。見学者最大120人（30人×4クラス）が正という認識でよろし
いでしょうか。

エントランスホールは最大180人（30人×6クラス）が待機
できるスペースの確保をしてください。

45
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

3 第1章 第2節 6 ア ⑯ 見学者の人数

「見学者は、最大180人（30人×6クラス）が見学できるよう研修室
や見学ルートを計画する」とありますが、P.147 イ 諸室計画 ②研
修室 では、見学者120人とあります。最大人数180人の対応をす
る場合は、③大研修室を併用するご計画との理解でよろしいで
しょうか。

貴社ご理解のとおりです。

46
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

3 第1章 第2節 6 全体計画
洗車場の規模は収集車両1台分として計画すれば良いでしょう
か。

洗車場は不要です。

47
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

5 第1章 第2節 8 (1) イ 気象条件

気象条件において、気温は「最高38.0℃（令和2 年（2020 年）、最
低-6.9℃（令和3 年（2021 年）」と記載されていますが、空調設計
条件としては、建築設備設計基準（国土交通省）の設計用屋外
条件で本施設最寄りの地点となる神戸の設計条件を採用してよ
ろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

48
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

5 第1章 第2節 8 （2） 都市計画事項
日影規制について記載がありませんが、工業専用地域内であ
り、指定なしとの理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

49
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

5 第1章 第2節 8 (2) ク 緑化基準（建築物）

建築物の緑化について「環境の保全と創造に関する条例」では
「太陽電池を設置した場合、その設置面積の2分の1を緑地面積
に算入できます。」とありますが、太陽光パネルの採用について
は事業者提案と考えてよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

50
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

5 第1章 第2節 8 (2) ク 緑化基準（建築物）

「屋上面積の20%以上」について、「環境の保全と創造に関する
条例」に記載の通り、屋上とは屋根の出入り可能及び利用が可
能な部かつ建築物の管理に必要な施設部分の面積を除いた部
分と理解してよろしいでしょうか。条例に対する上乗せの要求が
あればご教示願います。

貴社ご理解のとおりです。上乗せの要求はありません。

51
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

5 第1章 第2節 8 (2) ク 緑化基準（建築物）

「環境の保全と創造に関する条例」における緑地に関する要求
事項について、県あるいは市の窓口に確認を行ってよろしいで
しょうか。

貴社においてご判断ください。
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52
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

6 第1章 第2節 9 (2) 用水
工業用水前処理装置の仕様検討のため、工業用水の供給水圧
をご教示ください。

供給水圧は0.15MPa程度を想定しています。

53
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

6 第1章 第2節 9 (4) 雨水

雨水は、既存の雨水排水放流口を活用して直接海洋に放流す
るとありますが、以下についてご教示願えないでしょうか。
①事業者では許認可権者との事前協議ができないため、本事業
において、雨水流出抑制施設の整備の要否をお示しいただけな
いでしょうか。
②P159に(3)構内雨水排水設備工事 ア本工事で新たに雨水排
水設備を設置し、海洋又は道路側溝へ放流することとあります
が、雨水排水の放流先は海洋でも道路側溝でもどちらでもよく、
両方活用しても良いと理解してよろしいでしょうか。
③雨水排水の放流先について、海洋に放流する際の取合点と
道路側溝に放流する際の取合点をそれぞれご教示ください。
④既存の雨水排水放流口の位置及仕様や構造についてご教示
ください。
⑤既存の雨水排水放流能力についてご教示ください。

①雨水流出抑制施設については、兵庫県総合治水条例
等に基づき設置が必要となる場合もあるため、兵庫県や
河川・港湾部局等との協議を実施し、協議により必要と
なった場合は設置してください。許認可権者とは事前に
協議していただいて構いません。
②ご理解のとおりです。
③取合点は敷地境界とします。
④公告時に提示できる資料は提示します。
⑤公告時に提示できる資料は提示します。

54
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

6 第1章 第2節 9 (4) 雨水
既存の雨水排水放流口の位置・深さ・仕様が分かる資料を入札
公告時にお示し頂けるようお願いします。

No.53の回答をご参照ください。

55
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

6
第1章
第3章

第2節
第3節

9
3

(4)
(3) ア

雨水
構内雨水排水設備
工事

「雨水は、既存の雨水排水放流口を活用して直接海洋に放流す
るものとする。」「海洋又は道路側溝へ放流すること」とあります
が、雨水は海洋・道路側溝共に放流可能と考えてよろしいでしょ
うか。また取合点についてご提示願います。

No.53の回答をご参照ください。

56
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

6 第1章 第2節 9 (5) 燃料

「灯油、軽油、重油を基本とする。」とございますが、要求水準書
設計・建設業務編（案）57頁「６　助燃装置」には灯油燃料貯留タ
ンク及び軽油貯留タンクのみ記載がございます。重油貯留タンク
も提案可能と理解して差し支えないでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

57
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

6 第1章 第2節 9 (5) 燃料

燃料は「灯油、軽油、重油を基本とする」となっておりますが、都
市ガスを利用することもお認めいただけますでしょうか。

都市ガスを利用することも可としますが、事業区域内ま
での整備も事業者負担とします。

58
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

8 第1章 第3節 1 処理能力
計画ごみ量の記載がありますが、本ごみ搬入に係る月変動係数
をご教示ください。

公告時に提示できる資料は提示します。

59
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

8 第1章 第3節 1 処理能力
運営期間の各年度の計画ごみ処理量を入札公告時にお示し頂
けるようお願いします。

令和14年度以降の計画は未策定です。

60
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

8 第1章 第3節 1 ア
助燃剤の使用量・低
発熱量

助燃剤について、約600t/年とありますが、運営期間中の各年度
の量を入札公告時にお示し頂けるようお願いします。また、低位
発熱量をご教示ください。

前段については、各年度600ｔで想定してください。
後段については、計画ごみ質は助燃材を含んだごみ質
です。
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61
要求水準書
設計・建設業務編

8 第1章 第3節 2 計画ごみ質

表1.2における「計画ごみ質」および「ごみ量」について、処理対象
物の助燃剤及び動物の死骸等も含まれた数値と理解してよろし
いでしょうか。

No.60の回答をご参照ください。
なお、動物の死骸は含みません。

62
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

8 第1章 第3節 2 計画ごみ質

表1.2 計画ごみ質は、動物の死骸が含まれていないごみ質との
理解でよろしいでしょうか。また、動物の死骸の性状（低位発熱
量、三成分、単位体積重量、元素組成等）をご教示ください。

前段については、貴社ご理解のとおりです。
後段については、性状データを持っていないため、貴社
ご経験に基づき設定してください。

63
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

8 第1章 第3節 2 計画ごみ質

表1.2 計画ごみ質は、R7.7姫路市新美化センター整備・運営事
業の事業費等に関する調査時と同様に、助燃剤を含んだごみ質
という理解でよろしいでしょうか。含んでいない場合は、含んだご
み質もしくは助燃剤の性状（低位発熱量、三成分、単位体積重
量、元素組成等）をご教示ください。

No.60及びNo.62の回答をご参照ください。

64
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

9 第1章 第3節 3
表1.3 搬入出車両の
種類
ごみの搬入車両

収集車両（委託業者、許可業者等）の2tパッカー車、4tパッカー
車、4tアームロール車、2tダンプ車、3tダンプ車、4tダンプ車、10t
ダンプ車（天蓋付ダンプ車、中継車両、災害廃棄物運搬車両の
それぞれ）で想定されるそれぞれの全長・全幅・車高・ホイル
ベース・最小回転半径等の寸法をご教示願います。また、10ｔダ
ンプ車には「平ボデイ」との記載がありますが、誤記との理解で
よろしいでしょうか。

左記ご質問のうち、最大車両と想定する10tダンプ車の
諸元は、次のとおりです。
・全長：909cm、全幅：250cm、車高：333cm
また、10tダンプ車以外の車両の諸元については、貴社
において一般的な車両諸元で想定してください。いずれ
も、今後車両を更新する可能性もありますので、現時点
での車両としてください。
なお、10ｔダンプ車に記載の「平ボデイ」は誤記です。
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65
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

10 第1章 第3節 5 ウ 場外余熱利用

場外余熱利用（電気以外）については、提案時から運営開始ま
で約6年あり、供給先の事情により提案通りの供給が出来ない
可能性があります。また、運営20年間になりますと供給先の事業
停止・変更などの可能性がさらに大きくなるため、事業者が供給
先・量・売電量を提案、すなわちお約束することは難しくリスクが
高いため、入札参加を見送らざるを得ないと考えます。
発電量の最大化をうたわれていることから、場外への余熱供給
条件は提案書提出時点では提案者は同一条件とすることとして
発電量をご評価頂き、ご契約後に電力以外の場外余熱供給先
の探索・協議することとしていただけないでしょうか。
提案する場合、熱・蒸気の利用に適した本施設と隣接した施設
は、貴市下水道管理センターを除くと、民間企業での利活用とな
る可能性が非常に高くなります。その場合、
・熱・蒸気は貴市が所有しており、公共の所有物は、その譲渡・
売却にあたり、原則公用・公共用・公益用がふさわしいと考える
こと（特定の民間の営利に利用は最善ではないこと）。
・営利活動を行う民間企業で活用した場合、将来の人口減少に
よるごみ量減に起因する熱量減少など、不可抗力による問題が
生じる可能性があること、
から、長期運営にもとづく、事業者提案からは除外頂きたく、お
願い致します。

入札公告で示します。

66
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

10 第1章 第3節 5 ウ 余熱利用計画

場外余熱利用について事業者からの提案によると記載がありま
すが、安定的なごみの衛生処理という本事業の性質を考慮する
と、事業用地外での事業を提案することは余熱の価値を事業者
が決定できないため経済性の観点からも、実現性の観点からも
困難なものと考えます。従いまして、貴市にて場外の余熱利用
の具体的条件(電気ならば年間消費電力量(kWh/年)、蒸気・温
水ならば年間供給熱量(MJ/年)をご提示頂けますようお願い致し
ます。

No.65の回答をご参照ください。

67
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

13 第1章 第4節 2 (5) 排水対策

本施設から発生するプラント系排水は、下水道放流する計画で
あるため、下水道法で定める基準値を遵守すること。との記載が
ございますが、P11の記載と同様下水道法及び姫路市下水道条
例で定める基準値を遵守すること。と読み替えてよろしいでしょう
か。

貴社ご理解のとおりです。

68
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

16 第1章 第5節 1 (2) 基本設計

「基本設計図書は契約設計図書をもとに、作成すること。なお、
本市と協議の結果、契約設計図書で提示した図面から基本設計
に際して変更が生じた場合にも、原則として契約金額の増額等
の手続きは行わない。」とありますが、要求水準書からの変更に
なる場合は契約金額の増額等の手続きは行われるものと考えて
よろしいでしょうか。

変更の程度や協議によります。
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69
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

16 第1章 第5節 1 (4) イ
実施設計に当たって
参考とする図書

「実施設計は、各種法規及び次の図書（最新版）に準拠して設計
すること。」と記載されていますが、入札時点の最新版と理解し
て宜しいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。ただし、実施設計中に最新版
が更新された場合は、協議によります。

70
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

17 第1章 第5節 1 (5) ア
④パース図（外観2
カット）

P18の”イ　土木建築工事関係”には⑯パース図（外観４カット、
内観２カット）と記載がありますが、重複と考え、外観は４カットで
問題ないという理解でよろしいでしょうか。

p17④パース図（外観2カット）は削除します。p18⑯パー
ス図（外観4カット、内観2カット）が正となります。

71
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

18 第1章 第5節 1 (6) ア 実施設計の変更

「建設事業者が提出した契約設計図書及び基本設計図書の内
容については、原則として変更は認めないものとする。ただし、
本市の指示により変更する場合はこの限りではない。」とありま
すが、要求水準書からの変更になる場合は契約金額の増額等
の手続きは行われるものと考えてよろしいでしょうか。

変更の程度や協議によります。

72
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

18 第1章 第5節 1 (7) ア 実施設計の変更

[ ]書きで仕様が示されているもの
本市が標準仕様として考えるものである。提案を妨げるものでは
ないが、同等品や同等の機能を有するもの、合理性が認められ
るもの、明確な理由があるもののうち、本市が妥当と判断した場
合に変更を可とする。
とありますが、絶対値としては[ ]に記載の数値（圧力、温度、流
量、寸法等）より余裕が少ない場合においても、運用面と安全面
共に問題がなく経済性メリットがある場合は事業者提案をお認め
頂けますでしょうか。

要求水準書（案）に示す数値以上の性能に限ります。

73
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

20 第1章 第5節 2 (2) イ③ 現場管理

「建設業法に基づき各工事に必要となる主任技術者及び監理技
術者を配置すること。」とありますが、建築工事時は建設業法上
必要となる建築一式工事に係る監理技術者資格者証を有する
監理技術者を専任配置し、清掃施設工事業に係る監理技術者
資格者証を有する監理技術者は、清掃施設設備を建設するプラ
ント工事の現地工事着工時からとの理解でよろしいでしょうか。

契約の形態に応じ、関係法令を遵守してください。

74
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

20
第１
章

第5節 2 (2) イ 現場管理

現場代理人の配置について、現地工事序盤は主に施工する土
木・建築工事を担当する構成企業から選任することが適任と考
えますが、その後、プラント工事着工以降はプラント工事を担当
する構成企業から選任するという、工事進捗に合わせた配置が
可能と理解してよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。
ただし、現場代理人は工事現場に常駐し、運営、取締り
のほか、契約に基づく受注者の一切の権限を行使する
者のため、その行使に支障のないようにしてください。
また、直接的かつ恒常的な雇用関係がある常勤の職員
としてください。

75
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

20 第1章 第5節 2 (2) カ 工事着手について

「本業務は令和10年3月末までに建築物の工事着手を行い」とあ
りますが、工事着手の定義は工場棟または計量棟の杭と考えて
よろしいでしょうか。

工事着手とは、本施設に係る循環型社会形成推進交付
金対象等の対象工事等(仮設工事等を除く現場施工)を
指します。
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76
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

20 第1章 第5節 2 (2) カ 工事着手について

令和10年3月末までに建築物の工事着手が必要とのことです
が、建築物工事に先立ち、敷地引渡後に土壌汚染調査、同手
続、地下残存構造物撤去工事が必要となるため、貴市で先行実
施される解体工事の完了時期を入札公告時にお示し頂けるよう
お願いします。

解体工事の契約終期は令和9年7月15日です。

77
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

20 第1章 第5節 2 (2) カ 工事着手について

令和10年3月末までに建築物の工事着手が必要とのことです
が、早期着手のためにはダイオキシン類の試料採取について本
事業契約締結後速やかに行う必要があります。本事業の設計・
建設業務期間と「旧姫路市南部美化センター解体撤去工事」の
工事期間に重複がありますが、ダイオキシン類の試料採取につ
いて本事業契約締結後速やかに行えるよう調整可能との理解で
よろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。ただし、解体工事の進捗に合
わせて調査を行うため、詳細は契約後の協議となりま
す。

78
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

20 第1章 第5節 2 (2) カ 工事着手について

実施設計を行うために、設計初期段階にて地質調査を行うこと
が必要です。本事業の設計・建設業務期間と「旧姫路市南部美
化センター解体撤去工事」の工事期間に重複がありますが、本
事業契約締結後速やかに地質調査を行うことで調整可能との理
解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。ただし、解体工事の進捗に合
わせて調査を行うため、詳細は契約後の協議となりま
す。

79
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

19 第1章 第5節 2 (2) カ 工事着手について

「本業務は令和10年3月末までに建築物の工事着手を行い、工
事技術検査室の出来高検査を受けること。なお、工事着手とは、
本施設に係る循環型社会形成推進交付金対象等の対象工事等
(仮設工事等を除く現場施工)を示す。」とありますが、令和10年3
月までの工事着手要件について、削除する事をご検討頂けない
でしょうか。
本要件は、令和6年3月29日付の環境省発行通知「一般廃棄物
焼却施設の整備に際し単位処理能力当たりの交付対象経費上
限額(建設トン単価上限値)の設定による施設規模の適正化につ
いて（通知）」を受け定めたものと推察致しますが、市様にて別途
契約されている「旧姫路市南部美化センター解体撤去工事」にお
いても循環型社会形成推進交付金等を活用され、そちらにおい
て出来高を計上される前提においては、令和10年3月までの工
事着手が必須要件ではなくなるとは考えられないでしょうか。
工事着手を優先して計画を進める事は事業費増加の一因となる
事、また、別途契約されている解体工事撤去受注者が本事業応
札者と同一の場合、その応札者が他参加者と比較して、工事の
取合いや工期面で優位とならないかという公平性の担保の点か
らも、ご検討をお願い致します。

要求水準書（案）のとおりとします。
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80
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

21 第1章 第5節 2 (4) イ
電気主任技術者及
びボイラー・タービン
主任技術者の選任

運営事業者は、工事開始前に電気主任技術者、ボイラー・ター
ビン主任技術者を選任し、電気工作物の施工に必要な工事計画
書等各種申請を行うとともに、法定検査を受検若 しくは実施する
こと。と記載がございますが、運営事業期間開始前であり施工管
理の目的から、建設期間中においては建設事業者が選任するこ
とでもよろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

81
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

21 第1章 第5節 2 (4) イ
電気主任技術者及
びボイラー・タービン
主任技術者の選任

電気及びボイラー・タービン主任技術者は、運営事業者に所属
する者を選任するとの記載がございますが、設計・建設業務期
間中に係る費用については、設計・建設業務に費用計上すると
の理解で宜しいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

82
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

21 第1章 第5節 2 (5) ア 負担金

「系統連携に係る工事負担金●億円を入札額に見込むこと。」と
ありますが、本金額は入札公告時に貴市よりご指定いただける
との理解で宜しいでしょうか。本費用を応募者が見込むことは困
難であり、公平性の観点においても共通の金額としていただける
ようご検討いただけないでしょうか。

現在電力会社と接続検討協議中であり、協議結果の負
担金額は入札公告で示します。

83
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

21 第1章 第5節 2 (5) ア 負担金
入札額に含む系統連系に係る工事負担金は、入札公告時には
ご提示頂けるとの理解でよろしいでしょうか。

No.82の回答をご参照ください。

84
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

「旧姫路市南部美化センター解体撤去工事」と本事業の工期が
重複しているため、工事調整が必要と考えています。本事業契
約締結後に、解体撤去工事側の施工手順見直しも視野に入れ
て工事調整することが可能との理解でよろしいでしょうか。

施工手順の変更は不可ですが、整備業者へスムーズに
引き継げるように調整します。

85
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

実施設計工程の確実性向上、不確定情報を無用に費用計上し
ないためにも「旧姫路市南部美化センター解体撤去工事」の以
下資料を入札公告時にお示し頂けるようお願いします。
・工程表
・ステップ図（本事業との工期重複期間（2027年1月～2027年7
月））
・施工計画書（解体工法が分かる資料）
・本事業契約時点の残工事内容と範囲
・仮設事務所の配置図
・仮囲い、仮設設備・資材置場等の位置図

公告時に提示できる資料は提示します。

86
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

本事業において解体撤去する残存工作物において、アスベスト
が含有されているものを入札公告時にお示し頂けるようお願いし
ます。お示しいただいた資料以外で新たに発見されたものにつ
いては別途協議させていただけるという理解でよろしいでしょう
か。

解体工事でアスベストは全て除去します。
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87
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

本事業において解体撤去する残存工作物において、アスベスト
と特別管理産業廃棄物（廃油・PCB等）はないものと理解してよ
ろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

88
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

本事業において解体撤去する残存工作物において、解体撤去
の対象は建物躯体構造物と基礎構造物のみという理解でよろし
いでしょうか。プラント機器・機械設備・電気設備・配管配線が残
存されている場合は入札公告時にお示し頂けるようお願いしま
す。

公告時に提示できる資料は提示します。

89
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

「添付資料（地歴調査や旧施設図面等）で示している残存工作
物・地中障害物・・・適切に処分する」とありますが、地歴調査や
旧施設図面等の残存工作物・地中障害物が分かる資料を全て
（建物図面、外構図面、サイン・外灯・フェンス等の残存地下構造
物図面、庭園図面、花壇樹木図面、擁壁図面、など）入札公告
時にお示し頂けるようお願いします。

公告時に提示できる資料は提示します。

90
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物
貴市撤去工事後の引渡し敷地レベルや排水計画図などが分か
る資料を入札公告時にお示し頂けるようお願いします。

公告時に提示できる資料は提示します。

91
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

「旧姫路市南部美化センター解体撤去工事」で解体撤去された
ものは全て敷地外に搬出されているという理解でよろしいでしょ
うか。また、仮設物や残土を含めた敷地引渡し時の状況を示し
た現況図を入札公告時にお示し頂けるようお願いします。

解体工事完了時には解体撤去されたものはご理解のと
おりです。
解体工事の完了時の状況は公告時に提示できる資料
は提示します。

92
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22 第1章 第5節 2 (5) オ 残存工作物

旧姫路市南部美化センター建設時の土留材は地中に残置され
ていないという認識でよろしいでしょうか。残置されている場合は
入札公告時にお示し頂けるようお願いします。

残置されていないと想定しています。

93
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

22 第1章 第5節 2 (5) カ 地中障害物

「添付資料（地歴調査や旧施設図面等）で示している残存工作
物・地中障害物の存在が確認された場合は、事業者の負担にお
いて適切に処分する。」とありますが、ここでいう添付資料とは
【要求水準書添付資料07　残存工作物位置図】と考えて宜しいで
しょうか。その場合、その仕様や数量をご教示ください。または仕
様と数量が算出可能となる残存工作物の図面をご提示くださ
い。また、【地歴調査】もお示しください。

公告時に提示できる資料は提示します。

94
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

22
第１
章

第5節 2 (5) ケ
施工監理者用仮設
事務所

事業者用仮設事務所と合棟と出来るとの理解でよろしいでしょう
か。

貴社ご理解のとおりです。ただし部屋は独立させてくださ
い。

95
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

23 第1章 第5節 2 (5) コ 掘削工事

「地中杭、土留め等の先行堀を行う際は、削岩機仕様の掘削機
等を使用すること。」とありますが、本記載は新設工事に関して
言及されているものと拝察します。この場合、削岩機仕様は添付
資料02「柱状図等」のどの層に対して必要なのでしょうか。

過去の地盤調査の結果、地中に多数の石及び硬質な層
が確認されています。そのため、削岩機仕様は地盤面
から支持層まで必要です。
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96
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

23 第1章 第5節 2 (5) シ 電波障害調査

調査までは事業者で対応可能ですが、未調査の状態でテレビ電
波障害防除対策を計画することは困難です。調査の結果、対策
が必要になる場合は、本事業範囲ではなく貴市範囲として頂き
たくお願いします。

敷地外において対策工事が必要な場合は貴社ご理解
のとおりですが、設計を一部変更する等の対応について
は協議とします。

97
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

23 第1章 第5節 2 (5) セ
施工方法及び建設
公害対策

④高さ3m程度の仮囲いを設置し、とありますが、強風に煽られる
恐れがあるため、高さ2m程度の仮囲いとすることをお認めいた
だけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

98
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

24
第１
章

第5節 2 (5) セ 工事中の生活排水
工事中の生活排水は、下水道放流出来ると考えてよろしいで
しょうか。

下水道部局との協議によります。

99
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

24 第1章 第5節 2 (5) タ 工事に伴う環境調査
環境モニタリング等調査の具体的な内容・頻度をご提示願いま
す。

貴社ご提案によります。

100
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

24
第１
章

第5節 2 （5） タ 工事に伴う環境調査

事業実施区域周辺の地盤変形等の環境モニタリング等調査を
行うこととありますが、東西南北４か所と理解してよろしいでしょ
うか。

貴社ご提案によります。

101
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

25 第1章 第7節 1 (8) 余熱利用計画

「逆潮流電力量（30 分単位）を含む余熱利用計画について、計
画から大きく乖離するような事態が生じた場合は、直ちに本市が
指定する方法で情報を共有すること。」とございますが、どのよう
な方法での情報共有を想定されておりますでしょうか。また、要
求水準書運営･維持管理業務編(案)23頁にも同様の記載がござ
いますが、運営業務時の情報共有の方法につきましてもご教示
願います。

運転計画等による貴社ご提案によります。

102
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

29 第1章 第8節 2 (2)
表

1.12
保証事項
焼却灰熱灼減量

サンプリング場所は焼却灰押出装置入口と出口以降の2か所に
なっていますが、灰押出装置出口以降の測定結果は水和物の
影響が排除できないため参考値とし、入口の測定結果で合否判
定するとしていただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。
なお、詳細については、実施設計時に協議することとし
ます。

103
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

30 第1章 第8節 2 (2)
表

1.12
熱電対校正

ガス温度などの測定計器について、計器の校正を監督員立会い
のもとに行うこととするとありますが、熱電対については計器製
造メーカの校正証明書をお示しすることに代えさせていただいて
よろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

104
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

31 第1章 第8節 2 (2)
表

1.12
性能保証事項

表1.12番号16蒸気タービン発電機の試験方法「(3)蒸気タービン
発電機はJIS B 8102による。」に関して、タービン定格出力はご
み質や外気温度等の影響を受けることで確認自体が困難となり
ますので、電気事業法に基づき実施する使用前安全管理審査
の合格をもって性能試験に代えることをお認めいただけないで
しょうか。

貴社ご提案によります。
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105
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

32 第1章 第9節 1 (2)
ア
イ

プラント工事関係
建築工事関係

契約不適合責任期間は引渡後3年間とありますが、国土交通省
公共工事標準請負契約約款第五十七条に記載の通り、引渡後2
年間とすることをお認めいただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

106
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

35 第1章
第13
節

1 (1) 景観法

姫路市都市景観条例第十六条に従い、本事業は「届出を要しな
い行為」に該当しないため、景観法第十六条第5項の通知を行う
必要があるものと認識します。本事業敷地は”都市景観形成区
域”、”歴史的町並み景観形成地区”、”風景形成地域”、”良好な
景観の形成に著しい影響を及ぼすおそれがあると特に市長が認
める行為”のいずれにも該当しないため、姫路市景観条例第20
条の2に基づく「デザイン事前協議」の該当要件には掛からない
ものと考えてよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

107
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

35 第1章
第13
節

1 (1) 都市計画法

都市計画法第二十九条第1項第三号及び都市計画法施行令第
二十一条第１項第二十二号に基づき、本事業は開発行為の許
可は不要と考えますが、その他姫路市条例を拝見しても当該事
業に関して開発行為等に該当する様な記述が見当たりません。
従い、調整池などの通常開発行為に掛からなければ設置義務
がないものに関しては、事業者の提案によるものと考えてよろし
いでしょうか。

開発行為への該当についてはご理解のとおりですが、
開発行為に該当しないことの協議は行ってください。ま
た、雨水流出抑制施設については、No.53の回答をご参
照ください。

108
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

35 第1章
第13
節

1 (1) 消防法

姫路市の「消防同意事務審査基準」を拝見すると、大規模な敷
地（概ね20,000㎡以上）の場合は消防水利の設置が求められて
いますが、本敷地にも消防水利（40m3以上の防火水槽）を設け
る必要がありますでしょうか。

設計時の消防との協議によります。

109
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

39 第2章 第1節 1 （3） カ 手摺支柱間隔

「支柱間隔は1,100mm（有効）とすること」とありますが、記載寸法
以下の支柱間隔であれば，事業者提案とさせていただくことは
可能でしょうか。

貴社ご提案によります。

110
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

40 第2章 第1節 2 防熱、保温

保温材は、目的に適合するものとし、原則として、ボイラの外装
材は、キーストンプレートとし、ろ過式集じん器、風道、煙道、配
管等の外装材は、カラー鉄板又はステンレス鋼板とする。とあり
ますが、本記載は機械設備に要求されるものであり、建築設備
には要求されるものではないとの理解で良いでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

111
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

40 第2章 第1節 2 防熱、保温

「保温材は、目的に適合するものとし、原則として、ボイラの外装
材は、キーストンプレートとし、ろ過式集じん器、風道、煙道、配
管等の外装材は、カラー鉄板又はステンレス鋼板とする」とあり
ますが、その他機器の外装材は事業者提案との理解でよろしい
でしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

112
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

40 第2章 第1節 2 防熱、保温

「蒸気系の断熱材は、ケイ酸カルシウム又はロックウール」とあり
ますが、機器の表面温度を満足することを条件にグラスウール
の使用もお認めいただけますでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。
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113
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

40 第2章 第1節 2 防熱、保温

「原則として、ボイラの外装材は、キーストンプレートとし、ろ過式
集じん器、風道、煙道、配管等の外装材は、カラー鉄板又はステ
ンレス鋼板とする。」とありますが、事業者提案とさせていただく
ことは可能でしょうか。

貴社ご提案によります。

114
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

40 第2章 第1節 2 防熱、保温

キーストンプレートを使用する目的は変形防止と理解いたします
が、当社納入プラントではボイラの外装材に角波鉄板での施工
実績を数多く有しており性能に問題が無いと考えております。角
波鉄板の使用について事業者提案を可としていただけないで
しょうか。

貴社ご提案によります。

115
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

41 第2章 第1節 6 (2) 塩害対策
基礎の塩害対策とは、屋外に露出している電灯や各種設備機器
の基礎という理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。対策方法については、貴社ご
提案によります。

116
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

44 第2章 第2節 1 (5) ピットタイプ
トラックスケールのピットタイプは埋込式とありますが、浸水対策
を考慮したピットレス式を提案してもよろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

117
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

45 第2章 第2節 2 (3) イ プラットホーム高さ

プラットホーム梁下有効高さ6.5ｍ以上の要求については、ごみ
投入扉前の搬入車がダンプする範囲のみで、見学者廊下の下
などの車両が通行する用途のみの範囲については、車両が安
全に通行できる高さ（梁下有効4ｍ）を確保する理解でよろしいで
しょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

118
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

46 第2章 第2節 2 (5) テ トイレ利用者

プラットホーム内のトイレ利用者については、直接搬入者の利用
を考慮しなくてもよろしいでしょうか。

直接搬入者の利用は考慮不要です。

119
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

46 第2章 第2節 3 (3) カ
プラットホーム出入
口扉
主要項目

開閉時間[10秒]以内　とありますが、開閉時間については安全
面を考慮して、提案可（15秒以内）としていただけないでしょう
か。

要求水準書（案）のとおりとします。

120
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

46 第2章 第2節 4 ごみ展開検査装置

ごみ展開検査装置およびダンピングボックスそれぞれについて、
想定される車両の種類をご教示いただけますでしょうか。また、
ダンピングボックスをごみ展開検査装置と兼用することは可能で
しょうか。
もし兼用が不可の場合、門数を6門とすることで、ごみ展開検査
装置の形式を「傾斜投入式ダンピングボックス」とすることも可能
と考えてよろしいでしょうか。

車両の種類については、最大4t収集車を想定していま
す。
ダンピングボックスとごみ展開検査装置の兼用について
は、要求水準書（案）のとおりとします。

121
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

47 第2章 第2節 4 ごみ展開検査装置

ごみ展開検査装置が明記されておりますが、実績をもとに特記
事項が守れることを条件に展開検査装置を使わずに検査を行う
事業者提案を可としていただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

122
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

47 第2章 第2節 4 (4) ア
ごみ展開検査装置
設置位置

ごみ展開検査で検査する対象はごみ投入扉に搬入する車両で
あり、ごみ展開検査機をごみ投入扉前に配置し、運用する理解
でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。
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123
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

47 第2章 第2節 5 (2)
ごみ投入扉、ダンピ
ングボックス基数

ダンピングボックスの形式を傾斜投入式を採用する場合、ごみ
投入扉4基のうち、1基にダンピングボックスを設け、ダンピング
ボックス用の扉をごみ投入扉と兼用する提案をしてもよろしいで
しょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

124
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

47 第2章 第2節 5 (3) ア
ダンピングボックス
扉

ダンピングボックス用扉について、投入扉と同等の機能、安全性
を有することを前提に、傾斜投入式のダンピングボックスを採用
することで、ダンピングボックスと兼用することをお認めいただけ
ないでしょうか。また、ダンピングボックスを利用する車両の種類
とその諸元（幅、長さ、高さ、最小回転半径など）を御教示くださ
い。

前段については、ご提案を認めます。
後段については、最大4t収集車を想定しています。車両
諸元はNo64の回答をご参照ください。

125
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

47 第2章 第2節 5 （3） ア
ダンピングボックス
用投入扉

要求水準書（案）にダンピングボックス用投入扉は「必要に応じ
て」と記載されておりますが、「必要に応じて」はどのような解釈を
すればよろしいでしょうか。
ダンピングボックス形式に応じて、事業者にて適切な形式の投
入扉や電動ステンレスシャッターを提案すると理解すればよろし
いでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

126
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

47 第2章 第2節 5 （3） エ
ごみ投入扉・ダンピ
ングボックス駆動方
式

電動式採用する場合、制御方式がVVVFとなっておりますが、稼
働頻度から制御方式に直入れを採用することは可能でしょうか。

貴社ご提案によります。

127
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

47 第2章 第2節 5
ごみ投入扉及びダン
ピングボックス

材質について、SUS304又は同等品以上とありますが、投入扉は
扉表面、ダンピングボックスは接ごみ部についてSUS304以上と
いう理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

128
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

48 第2章 第2節 5 (5) オ
ごみ投入扉車両検
知

複数種類の車両検知装置を設けることで、誤検知の可能性が上
がる恐れがあることから、事業者実績のある1種類の車両検知
装置を２重化で設置するシステム構成にすることも可として頂け
ないでしょうか。

貴社ご提案によります。

129
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

48 第2章 第2節 5 (5) ソ
ダンピングボックス
利用者

ダンピングボックスの利用者は直接搬入車のみで、荷台等から
ダンピングボックスにごみを投入する理解でよろしいでしょうか。
（パッカー車やダンプ車等がダンプすることはない理解で良いか
確認する意図です）

No.124の回答をご参照ください。

130
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

48 第2章 第2節 6 (1)
ごみピット
形式

水密鉄筋コンクリート造の場合、セメント量が増加し、水和熱によ
るクラックが発生する可能性が増す恐れがございます。水密性
の高いコンクリートとすることが重要かと考えますので、「水密性
コンクリート」と読み替えてもよろしいでしょうか。

水密性鉄筋コンクリートとしてください。

131
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

48 第2章 第2節 6 (1) 形式

水密鉄筋コンクリート造と指定されていますが、JASS5に規定さ
れる水密コンクリートを指しているものと拝察します。水密性の担
保はその他の手法でも採ることが可能であり、提案の幅を拡げ
るためにも同等であることを条件に水密”性”鉄筋コンクリートと
することは可能でしょうか。

水密性鉄筋コンクリートとしてください。
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132
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

48 第2章 第2節 6 (3) ア ごみピット容量

5,400m3以上とありますが、令和7年7月発行の整備基本計画に
よると、7日分以上の容量を確保すると記載されています。P8の
表1.2計画ごみ質では単位体積重量は0.184～0.188t/m3です
が、貯留時に圧密されることを考慮し、196トン/日×7日分＝
1,372トンが5,400m3という考え方（平均の単位体積重量は
0.254t/m3）と理解して宜しいでしょうか。
それとも、事業者で比重を設定してピット容量を提案する必要が
ありますでしょうか。

1炉運転期間を30日間と想定し、その間に必要なごみ
ピット貯留容量として5,400m3と設定しています。なお、
単位体積重量は、基準ごみ時の0.186t/m3です。

133
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

49 第2章 第2節 7 (3) ウ バケット形式

「中継車両への積替えを想定した仕様」とありますが、想定され
る中継車両の全長・全幅・車高・ホイルベース・最小回転半径等
の寸法をご教示願います。

No.64の回答をご参照ください。

134
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

51 第2章 第2節 7 (5)
ス
セ

ごみクレーン
特記事項

 「・・・ごみクレーン操作室の窓に原則として自動窓ガラス清掃装
置を設置すること。・・・」、「自動窓ガラス清掃装置は、原則として
ごみピット見学者窓にも設けること。・・・」とあり、P.144 第3章 土
木建築工事仕様　第2節建築工事 5各施設計画(1)焼却炉棟計
画イ諸室計画K）ごみクレーン操作室およびM）灰クレーン操作室
にも「監視窓の洗浄を目的に原則として自動窓ガラス清掃装置
を設置すること」と記載があります。自動窓ガラス清掃装置に代
えて、窓ガラス清掃用の歩廊を設け、人力による窓清掃とする提
案もお認めいただけないでしょうか。

見学者、作業者の良好な視界を常に保てる仕様であれ
ば、貴社ご提案も可とします。

135
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

51 第2章 第2節 7 (5) ス
ごみクレーン操作室
の窓の自動窓ガラス
清掃装置の設置

「ごみクレーン操作室の窓に原則として自動窓ガラス清掃装置を
設置すること。」とありますが、自動窓ガラス清掃装置は必須で
はなく、清掃用デッキを設け、人手による清掃も提案可と理解し
てよろしいでしょうか。

No.134の回答をご参照ください。

136
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

51 第2章 第2節 7 (5) セ
ごみピット見学者窓
の自動窓ガラス清掃
装置の設置

「自動窓ガラス清掃装置は、原則としてごみピット見学者窓にも
設けること。」とありますが、自動窓ガラス清掃装置は必須では
なく、清掃用デッキを設け、人手による清掃も提案可と理解して
よろしいでしょうか。

No.134の回答をご参照ください。

137
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

51 第2章 第2節 7 (5) テ 電源回生機能

「電源回生機能」とは、制動抵抗器あるいは電源回生コンバータ
のこと指すとの理解でよろしいでしょうか。

電源回生機能は、電源回生コンバータのみ含みます。

138
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

51 第2章 第2節 7 (5) テ
巻上用に電源回生
機能

弊社実績から、ごみクレーン（灰クレーンも同様）に電源回生機
能を設けても省エネ効果は殆ど期待できません。逆に長期的に
はメンテナンスを要す部品を増やす要因になる可能性もありま
す。従って、電源回生機能無しをご了承頂きますようお願い申し
上げます。

要求水準書（案）のとおりとします。
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139
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

52 第2章 第2節 8 (5) エ
脱臭装置
特記事項

脱臭装置の容量は、ごみピット室におけるごみピット容量を計算
する高さ以上の空積という理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。なお、二段ピットを採用する場
合は、受入ピット側は要求水準書(案)のとおり、攪拌・貯
留ピット側は隔壁の上面より上の空間を対象としてくださ
い。

140
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

53 第2章 第3節 1 (5) ス

ごみ投入ホッパ
シュート
鳥インフルエンザ対
応

鳥インフルエンザ等の処理に係る対応は、添付資料09を想定し
ているため、運営事業者は普段の焼却作業に支障が出ないよう
兵庫県の作業に対して協力すること記載ございますが、添付資
料09において、兵庫県の作業範囲について教示願います。もし、
運営事業者が投入対応するのであれば、頻度が不明であるた
め、別途清算頂けるものと考えてよろしいでしょうか。

作業範囲と別途清算について、添付資料09を修正して
いますので、ご参照ください。

141
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

53 第2章 第3節 1
ごみ投入ホッパ及び
シュート

(5)特記事項カについて、滑り面をライナー構造ではなく、板厚を
増やす等の提案は可能でしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

142
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

54 第2章 第3節 2 (5) ウ 給じん装置

「焼却炉へのシール機能を有するもの」とありますが、ごみ投入
ホッパに付属するホッパゲートでシールするため、給じん装置に
は不要としてよろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

143
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

55 第2章 第3節 4 (2) 炉駆動用油圧装置

1ユニットにつき油圧ポンプ2基、油圧タンク1基とし、2ユニット設
けるご指定ですが、油圧タンクは2炉で兼用とし、ポンプも共通予
備とすることで、機器点数の削減と省スペース化を図ることが可
能です。採用実績も多く、運用上支障がないことから提案をお認
めいただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

144
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

55 第2章 第3節 5 炉駆動用油圧装置

数量2ユニットのご指定ですが、タンクを2炉共通の1基とし、ポン
プは2炉分の容量のポンプを予備機含め2台の事業者提案を可
としていただけないでしょうか。

No.143の回答をご参照ください。

145
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

55 第2章 第3節 5 （1） オ 焼却炉本体

「⑨・・・なお、既存施設における令和4年度から6年度の金属等
の排出実績は、約65～97t/年である。」とありますが、既存施設
で金属等として排出された実物の写真をいくつか例示頂けない
でしょうか。

例示できません。

146
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

56 第2章 第3節 5 (1) オ⑨
焼却炉本体
特記事項

処理後の灰から金属等の排出が円滑に行える構造とし、本市に
引き渡せるようにすることとありますが、灰から回収した金属等
の搬出及び取引は、事業期間20年を通し貴市所掌との理解で
良いでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。
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147
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

56 第2章 第3節 6 焼却炉本体

オ特記事項⑨に「処理後の灰から金属等の排出が円滑に行え
る構造とし、本市に引き渡せるようにすること」とありますが、灰
出し設備にて対応するという理解でよろしいでしょうか。また、金
属等とは、フェニックスにて受け入れできない大塊物とし、引き渡
せるようにするとはクレーンで積み出して搬出できる機能を有す
るとの理解でよろしいでしょうか。

前後段とも貴社ご提案によります。

148
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

57 第2章 第3節 6 助燃装置
重油を使用する場合の貯留タンクの仕様は、灯油・軽油貯留タ
ンクと同様と考えてよろしいでしょうか。

No.56の回答をご参照ください。

149
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

59 第2章 第4節 1 (1) ウ ボイラの過熱器材質

SUS310又は同等品以上とのご指定ですが、過熱器の腐食因子
は温度や付着物ですので、30年の使用期間と経済性を考慮し、
材質については事業者提案を認めて頂きますようお願い申し上
げます。

要求水準書（案）のとおりとします。

150
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

59 第2章 第4節 1 (1) ウ ボイラの過熱器材質

SUS310又は同等品以上との記載がありますが、耐食性が優
れ、使用期間を長くできる材質ならば、ステンレス鋼以外の提案
しても良いでしょうか。

No.149の回答をご参照ください。

151
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

60 第2章 第4節 1 (3) オ
ボイラ下部ホッパ
シュート

ボイラダストは、必要に応じて主灰若しくは飛灰として処理するこ
と。とありますが、どちらで処理するかは事業者側で決定して宜
しいでしょうか。

飛灰として処理する計画としてください。

152
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

66 第2章 第4節 8 (1) 高圧蒸気だめ

特記事項②の「減圧弁及び安全弁を設けること」については、装
置本体に設けるのではなく、用途や法規に基づき、適切な位置
に必要なものを取り付ける、という理解で宜しいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

153
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

66 第2章 第4節 8 (2) 低圧蒸気だめ

特記事項②の「減圧弁及び安全弁を設けること」については、装
置本体に設けるのではなく、用途や法規に基づき、適切な位置
に必要なものを取り付ける、という理解で宜しいでしょうか。

No.152の回答をご参照ください。

154
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

68 第2章 第4節
12、
13、
14

純水タンク、純水移
送
ポンプ、廃液処理装
置

純水装置を逆浸透膜式とする場合、イオン交換樹脂の再生時間
がなく、純水タンクおよび純水移送ポンプ、廃液処理装置の設置
は不要とできるため、これらの装置の設置は実績に基づいた事
業者提案とさせていただけないでしょうか。

貴社ご提案を認めます。

155
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

68 第2章 第4節 11 (3) イ 純水装置材質

材質 [SUS304 又は同等品以上]とありますが、ステンレス鋼は
一部の薬品に弱いため、純水装置の各構成機器（塔類やタンク
類、配管等）単位で、最適の材質を事業者提案して宜しいでしょ
うか。

要求水準書（案）のとおりとします。
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156
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

72 第2章 第5節 2 (5) ア
ろ過式集じん機（バ
グフィルタ）

「本装置の余裕率は、計算によって求められる最大ガス量の10%
以上とすること。」とは、本体及びろ過材をこの風量時の静圧に
十分耐えられるように設計するとの理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

157
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

72 第2章 第5節 2 (5) ア
ろ過式集じん機（バ
グフィルタ）

「計算によって求められる最大ガス量」とは、小動物焼却排ガス
を含むガス量との理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

158
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

73 第2章 第5節 4 (1) オ⑧
Nox除去設備
特記事項

⑧タンク、配管他材質は基本的にステンレスとする。とあります
が、本タンクの材質としてPEを採用した多数の実績があり、問題
なく運転可能なため、材質については提案をお認めいただけな
いでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

159
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

75 第2章 第5節 5 (5) カ
ダイオキシン類及び
水銀除去設備
特記事項

「薬剤供給装置は交互運転とすること。」はHCｌ、SOｘ除去装置の
薬剤輸送管を利用して吹き込む場合は、「薬剤供給装置のブロ
ワは交互運転とすること。」と理解してよろしいでしょうか。

薬剤輸送管を使用する場合はそれぞれの系列で吹込み
を確保してください。なお、「カ　薬剤供給装置は交互運
転とすること。」は削除します。

160
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

78 第2章 第6節 1 (5) グランドコンデンサ

要求されるエネルギー回収率を満足且つリーク蒸気を安全に回
収できる場合 グランデコンデンサを不設置としても良いでしょう
か。

要求水準書（案）のとおりとします。

161
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

83 第2章 第7節 3 (5) イ 蒸気式空気予熱器

蒸気式空気予熱式本体に接続するダクトに設置したマンホール
から蒸気式空気予熱器内部を点検可能とすることでも問題ない
でしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

162
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

83 第2章 第7節 4 (3) ア 風道
風速12m/s以下というのは、基準ごみ時と考えてよろしいでしょう
か。

2炉運転、高質ごみ時での規定となります。

163
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

84 第2章 第7節 5 (5) ア 誘引送風機
「計算によって求められる最大ガス量」とは、小動物焼却排ガス
を含むガス量との理解でよろしいでしょうか。

No.157の回答をご参照ください。

164
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

86 第2章 第8節 1 落じんコンベヤ

アは落じん灰は選別せず主灰として処理、イは落じん灰は選別
する、と読み取れますが、落じん灰は選別が必須でしょうか。
落じん灰を選別する場合、落じん灰の搬出及び引取は、事業期
間20年を通し貴市所掌との理解で良いでしょうか。

落じん灰の選別を要求する意図ではありませんので、選
別は不要です。

165
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

87 第2章 第8節 4 (3) ア 主灰ピット

「7日分以上」とありますが、「最大日発生量の7日分以上」との理
解でよろしいでしょうか。異なる場合、算出条件（運転炉数・ごみ
質）をご教示ください。

2炉運転・基準ごみとしてください。

166
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

92 第2章 第8節 12 (5) ア
飛灰処理物搬送コン
ベヤ

「加湿ができる構造とすること。」とありますが、前段の混錬機に
て飛灰は加湿されているかと存じます。更に加湿する必要があ
るのでしょうか。

最終処分先の受入条件であり、具体的な基準はありま
せんが、全体的に湿潤していれば問題ありません。
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167
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

92 第2章 第8節 13 (2)
飛灰処理物貯留設
備

数量が2系列分となっていますが、2系列運転時に発生する飛灰
処理物を貯留できる容量を確保するとの理解でよろしいでしょう
か。
また、バンカ方式を採用する場合、搬出車両の積載重量以上の
バンカ容量があっても、搬出作業が極めて困難となるうえに、バ
ンカ内で長期保管することで加湿水分が蒸発し、搬出時に発塵
しやすくなります。したがって、バンカ方式を採用する場合の容
量は、飛灰貯留槽と合わせて 7日分以上という認識でよろしいで
しょうか。

貴社ご理解のとおりです。

168
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

92 第2章 第8節 13 (3) ア
飛灰処理物貯留設
備の容量

バンカ方式、ピット＆クレーン方式いずれの場合においても、飛
灰貯留槽と合わせて基準ごみ7日分以上という認識でよろしいで
しょうか。

No.167の回答をご参照ください。

169
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

92 第2章 第8節 13 (2)
飛灰処理物貯留設
備の数量

バンカ方式の場合においても、そのほかの飛灰処理設備（飛灰
貯留槽、飛灰定量供給装置、混錬機、薬剤添加装置、飛灰処理
物搬送コンベヤ）の数量の記載に合わせて、事業者提案とさせ
ていただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

170
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

92 第2章 第8節 13 (2)
飛灰処理物貯留設
備

数量は2系列分とありますが、上流の機器の系列数は事業者提
案であるため、バンカ方式とする場合も事業者提案を可としてい
ただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

171
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

93 第2章 第9節 1 (3) プラント用水受水槽

「常に最大日使用量の7日分以上」とありますが、プラント用水を
再利用する場合、プラント用水使用量ではなく、「常に上水及び
工業用水補給水量の７日分以上」を確保するとの理解でよろし
いでしょうか。補給水量を確保することで、断水した場合でも７日
以上運転継続が可能です。

貴社ご理解のとおりです。

172
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

95 第2章 第9節 3 (2) ク
水槽類仕様
特記事項

屋外設置であっても、塩害対策を実施することにより、ステンレ
ス鋼又はコンクリート製以外の材質の提案もお認めいただけな
いでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

173
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

97 第2章 第9節 6 工業用水中和装置

本装置は、P.92 第9節 給水設備 １ 共通事項 (10)の通り、貴市
にて別途工事として実施される敷地外工事後の工業用水管内
の滞留水を処理することが目的である仮設の装置であると理解
してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

174
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

98 第2章
第10
節

1 ごみピット排水

「槽上ポンプ室には換気装置を設けるもの」とありますが、水中
ポンプを採用する場合は槽上ポンプ室は不要とすることが可能
です。したがって、槽上ポンプ室および換気装置は必要に応じ設
けるものとさせていただけないでしょうか。

貴社ご提案によります。
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175
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

98 第2章
第10
節

1 ごみピット排水

「ごみピット排水の処理は、原則、炉内噴霧によって蒸発酸化処
理するものとする。」とありますが、ごみ汚水は、ごみピットに返
送し、ごみと一緒に炉内で処理するとの理解でよろしいでしょう
か。

ごみピットには返送せず、排水処理してください。

176
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

98 第2章
第10
節

1 (1) ア
ごみピット排水貯留
槽
構造

 [水密鉄筋コンクリート造]（内面防水、耐酸塗装）とありますが、
コンクリートのひび割れ防止など品質管理の観点から水密鉄筋
コンクリートよりもマスコンクリートを優先するという理解でよろし
いでしょうか。

水密性鉄筋コンクリートとしてください。

177
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

98 第2章
第10
節

1 洗車台数
適切な排水処理設備を計画するため、1日あたりの洗車台数を
ご教示ください。

No27の回答をご参照ください。

178
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

100 第2章
第10
節

1 (5) エ
ろ液噴霧ポンプ
付属品

形式が水中ポンプではない場合は、附帯品の脱着装置・チェー
ン(SUS)・ガイドパイプ(SUS)は不要とすることが可能です。した
がって、前記附帯品は事業者提案とさせていただけないでしょう
か。

貴社ご提案によります。

179
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

103 第2章
第11
節

1 (7) 電気設備

「容量市場の発動指令電源にて供給力を提供可能なオンライン
機能（簡易指令システム又は専用線オンライン）を具備すること」
とありますが、電力会社様との信号取り合いに関する所掌区分
をご指示願います。（CDT装置、転送遮断装置等の手配及び設
置所掌）

電力量計や計量に必要な通信装置の手配・設置は一般
送配電事業者の所掌です。ただし、設置に必要なスペー
スは提供いただきます。
転送遮断装置等の一般送配電事業者への系統連系に
必要な機器の手配・設置は事業者の所掌です。ただし、
系統連系の協議によるものとします。

180
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

103 第2章
第11
節

2 (4) イ 配電電圧
400Vは440Vとしてよろしいでしょうか。 貴社ご理解のとおりです。

181
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

103 第2章
第11
節

2 (4) ウ 配電電圧
200Vは210Vとしてよろしいでしょうか。 貴社ご理解のとおりです。

182
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

103 第2章
第11
節

2 (4) エ 配電電圧
200/100Vは210/105Vとしてよろしいでしょうか。 貴社ご理解のとおりです。

183
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

103 第2章
第11
節

2 (4) オ 配電電圧
400Vは440Vとしてよろしいでしょうか。 貴社ご理解のとおりです。

184
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

104 第2章
第11
節

2 (6) ウ
電気方式
特記事項

遮断器盤などの操作電源及び盤内照明電源はそれぞれ適切な
電源より供給されるものとし、列盤の場合には、それぞれのユ
ニット毎にスイッチなどを設けて独立して電源を入切できるように
計画する。とありますが、盤内照明電源については、各盤ごとに
ヒューズは設けるため、電源を入切する部分を共通化することを
お認めいただけないでしょうか。

貴社ご提案によります。
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185
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

104 第2章
第11
節

3 特高受変電設備

鉄塔は電力会社が「要求水準書添付資料04　各種取合点」に設
置する理解で良いでしょうか。
鉄塔は敷地外に設置するとの理解で良いでしょうか。
77kV1回線は電力会社が鉄塔から特高受変電設備まで引き込
むとの理解で良いでしょうか。
鉄塔付近から特高受変電設備までの管路設備は事業者にて施
工するとの理解で良いでしょうか。

取合点は電力会社との協議によりますが、地中埋設を
想定しており、事業実施区域外の工事は電力会社が実
施します。

186
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

105 第2章
第11
節

3 (1) ク 特高監視操作盤
「67QR」は短絡方向継電器との理解でよろしいでしょうか。 貴社ご理解のとおりです。

187
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

106 第2章
第11
節

4 (1) オ 高圧受電盤断路器

①断路器数量［一式］となっておりますが、「②真空遮断器」は引
き出し型を採用し、遮断器を引き出すことにより、上位と下位の
縁切りが確実にできるため、①断路器は省略させていただいて
もよろしいでしょうか。

貴社ご提案によります。

188
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

107 第2章
第11
節

4 (4) ウ 高圧進相コンデンサ

「(ⅰ)2炉運転時、・・・」と記載ありますが、2炉運転かつタービン
運転時のみにおける力率要求との解釈でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

189
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

107 第2章
第11
節

4 (4) ウ 高圧進相コンデンサ

「(ⅱ)所内最大負荷時・・・」と記載ありますが、タービン停止時か
つ2炉運転における力率要求との解釈でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

190
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

108 第2章
第11
節

5 (1) ア 電力監視盤

電力監視盤は、「オペレータコンソール方式も可とする」とありま
すので、電力監視盤と同等の機能を有することを条件に、要求
水準書　設計・建設業務編（案） 123頁「5.制御装置(2)オペレー
ターズコンソール」に機能を集約してもよろしいでしょうか。

貴社ご提案によります。

191
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

109 第2章
第11
節

8 (1) ア コントロールセンタ

将来の更新時に特定メーカに限定されることなく、柔軟な拡張性
を確保することを目的に、盤の形式を鋼板製屋内閉鎖垂直自立
盤（JEM1265）とさせていただけないでしょうか。

貴社ご提案によります。

192
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

111 第2章
第11
節

9 (1) エ
発電機
特記事項

② 電力系統側停電時には、施設を電力系統より解列してタービ
ン発電機を自立運転し、本施設及び事業実施区域内における設
備の使用電力をまかない、復電時には、発電機を解列し、本施
設の77kV 母線に電圧が無いことを確認のうえ受電遮断器投
入、電力系統に接続できるようにすること。とありますが、復電時
においては発電機を解列せずに高圧受電遮断器を同期投入す
ることで、系統接続して宜しいでしょうか。発電機を解列するタイ
ミングで停電が発生することになるため、お伺いします。

貴社ご理解のとおりです。
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193
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

111 第2章
第11
節

9 (1) エ 復電方法

「復電時には、発電機を解列し、本施設の 77kV 母線に電圧が
無いことを確認のうえ受電遮断器投入、電力系統に接続できる
ようにすること。」とありますが、復電時には、発電機を解列させ
ることなく電力系統側と同期投入を行い接続するものと考えてよ
ろしいでしょうか。

No.192の回答をご参照ください。

194
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

111 第2章
第11
節

9 (1) エ タービン発電設備

「復電時には、発電機を解列し、本施設の77kV母線に電圧がな
いことを確認の上受電遮断器投入」と記載ありますが、一度場内
を停電させることになり危険と考えます。52Rが電力系統側と発
電機側との同期をとって投入することで、停電させることなく電力
系統に接続できます。そのため、回路構成については、事業者
の提案とさせて頂けないでしょうか。

No.192の回答をご参照ください。

195
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

112 第2章
第11
節

9 (3) エ ⑩サージアブゾーバ

低サージ形遮断器を使用の場合、有害なサージは発生しません
ので、サージアブゾーバを設置しないものとして事業者提案を可
としていただけないでしょうか。

低サージ仕様遮断器を採用する場合に限り、貴社ご提
案によります。

196
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

112 第2章
第11
節

10 非常用発電設備

「常用電源を非常用電源に切替確認後、非常用自家発電機用
遮断器に投入するものとする。」と記載ありますが、10(4)イを満
たすことに加えて、非常用電源を適切な機器に供給することを条
件に、回路構成は事業者提案とさせて頂けないでしょうか。

貴社ご提案によります。

197
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

115 第2章
第11
節

11 (1) エ ⑩放電時間

「全停電の際、万一非常用発電機が運転されなくても10分間は、
直流電源及び交流電源を供給できる容量とすること。」に対し、
⑩放電時間は［30分］となっています。また、要求水準書　設計・
建設業務編（案） 31頁_18_緊急作動試験においても「10分間停
止してもプラント設備が安全であること」となっています。放電時
間は10分としてよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

198
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

116 第2章
第11
節

12 (1) エコケーブル
電気盤内に関しては、電線種別の指定はなく事業者提案による
との理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

199
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

117 第2章
第11
節

12 (3) エ 電気配線工事

「④電力ケーブルは原則として積み重ねを行わない。」と記載あ
りますが、低圧動力ケーブルの積み重ねについては、JIS規格に
準拠することを条件に事業者提案とさせて頂けないでしょうか。

貴社ご提案によります。ただし、ラック・ダクト上での積み
重ね配線の場合は、電流逓減率（0.3～0.5）を考慮した
ケーブルサイズの選定をし、施工するのであれば可とし
ますが、幹線ケーブルは1段、負荷ケーブルは２段までと
します。

200
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

118 第2章
第12
節

2 (2) カ 計装監視機能
「各種電動機電流値の監視」の対象は、主要電動機との理解で
よろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

201
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

120 第2章
第12
節

3 (3) ア カメラ設置場所

「C_ごみ投入扉付近に扉毎」にカメラを設置することとなっており
ますが、全てのごみ投入扉付近を監視できることを条件に、「B_
プラットホーム」に設置するITVカメラと兼用させて頂いてもよろし
いでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。



令和7年12月3日

No 資料名 頁 タイトル 質問・意見 回答項目

姫路市新美化センター整備・運営事業に係る実施方針等に関する質問・意見書に対する回答書

202
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

121 第2章
第12
節

3 (3) イ モニタ設置場所

「市職員事務室に70インチ以上のモニタを必要台数設置」となっ
ておりますが、必要数、あるいは必要数の考え方をお示しいただ
けないでしょうか。

1台とします。

203
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

121 第2章
第12
節

3 (3) イ モニタ設置場所

ITV設備として研修室に60インチ以上のモニタを3台設置のご指
定ですが、第３章土木建築工事仕様　第２節建築工事　５各施
設計画　（２）管理棟計画　イ諸室計画　②研修室において、６０
インチ以上のモニタを４台以上設置のご指定となっています。す
べてのITV映像を土木建築工事仕様側で設置する４台以上のモ
ニタに投影できる設備を設けることで、ITV専用のモニタ３台を設
置しないものとしてもよろしいでしょうか。

4台を正とし、仕様についてはご理解のとおりです。

204
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

123 第2章
第12
節

5 (1) エ 中央監視盤

「プロセスの稼働状況・警報等重要度の高いものについては、中
央監視盤に表示すること」とありますが、同等の機能を有するこ
とを条件に、オペレーターズコンソールに機能を集約させてもよ
ろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

205
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

123 第2章
第12
節

5 (3) エ
ごみクレーン制御装
置

「ピット火災報知器温度情報」は、放水銃制御盤に表示させる仕
様で提案させていただいてもよろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

206
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

124 第2章
第12
節

6 (3) データ処理端末
本データ処理端末の設置場所をご教示願います。 貴社ご提案によります。

207
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

127 第2章
第13
節

5 (1)
公害監視用データ表
示盤形式

「形式」にモニタ形式もお認めいただけないでしょうか。 要求水準書（案）のとおりとします。

208
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

127 第2章
第13
節

6 （1） 機器搬出設備　形式
機器搬出設備の形式は整備に支障がないことを条件にホイスト
からチェンブロックに変更することは可能でしょうか。

貴社ご提案によります。

209
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

128 第2章
第13
節

8 エアライン設備

空気配管についても、配管末端にて専用の取り出し口を設けた
うえで、取り出し口末端でのフィルター等設置により、エアライン
として使用する条件を満たす場合は、計装用・雑用空気配管と
の共用を可とさせていただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

210
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

128 第2章
第13
節

9
炉内清掃用集じん装
置

炉内清掃時は誘引送風機を運転し、炉内を負圧にして行うた
め、設置要否は事業者提案とさせていただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

211
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

128 第2章
第13
節

9 (5) エ
炉内清掃用集じん装
置

炉内清掃用集じん装置の排気は、屋外排気している実績が多数
ございます。屋外排気としても敷地境界において臭気指数を遵
守できれば、フローにつきましては事業者提案とさせていただけ
ますでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

212
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

12 （4） 場内案内説明装置
場内案内説明装置は、エントランスホールに設置して施設の案
内を表示できるようするものとの理解でよろしいでしょうか。

貴社ご提案によります。
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213
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

130 第2章
第13
節

13 動物焼却装置

火床面積が2m
2
未満及び、焼却能力が200kg/h未満とするとあり

ますが、動物の死骸は、本装置に直接投入することが可能なサ
イズに解体処理等を行った上で搬入されるとの理解でよろしいで
しょうか。
なお、施設での解体処理業務については衛生面を考慮し、予め
解体された状態で搬入いただくことをご検討いただけないでしょ
うか。

火床面積を火格子面積に修正します。本施設への搬入
前に解体処理等を行う計画はありません。3m程度のも
のが搬入される前提で、運営事業者での解体の可否も
含めて処理を検討してください。

214
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

130 第2章
第13
節

13 動物焼却装置
一般車両（市民）からの愛玩の搬入はないとの理解で良いでしょ
うか。

貴社ご理解のとおりです。

215
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

130 第2章
第13
節

13 (5) イ
動物焼却装置
特記事項

(5)イ　最大の大型動物は、鹿等であり3m程度を処理できるもの
とする。　と記載がありますが、最大サイズの発生頻度はどの程
度でしょうか。また、機器仕様として3mを処理出来るようにしてお
く必要はありますか。

No.213の回答をご参照ください。

216
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) イ 動物焼却装置

動物の死骸の年間処理量（令和6年度実施）は、約2,686頭とあり
ますが、荷姿（段ボール等、冷凍状態等）をご教示ください。

冷凍していないそのままの状態で段ボールや袋等に入
れて搬入されることを想定しています。

217
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) イ 動物焼却装置

動物の年間処理量が約2,686頭と記載されていますが、月毎の
重量データはございますでしょうか。また、動物の搬入時の荷姿
についてご教示願います。

重量データはございません。公告時に提示できる資料は
提示します。

218
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) イ 動物焼却装置

最大の大型動物として3m程度との記載があります。実績のある
専業メーカにヒアリングしたところ、供給可能な最大の焼却炉（幅
1.4m×奥行1.2m）でも処理できないとの回答がありました。本施
設で切断することは、感染症の観点からも好ましくなく、本施設
では破砕機の設置要求もありませんので、大型動物のサイズに
ついては焼却炉に投入できるサイズに見直して頂きますよう御
願い申し上げます。なお、前述の供給可能な最大焼却炉の火床
面積は1.98m2ですので、ご要求の2m2以下を満足しております。

No.213の回答をご参照ください。

219
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) イ,コ 動物焼却装置

特記事項の要件として、3m程度の鹿等を火床面積が2m2未満
の炉にて処理することになりますが、3m程度の鹿等について
は、切断して持ってきていただける理解でよろしいでしょうか。

No.213の回答をご参照ください。

220
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) ウ
動物焼却装置
引取場所について

車両動線上から見えない構造及び配置の要求がございますが、
車両動線上から見せない対象車両は一般車（管理棟利用者）や
ごみ搬入車（委託・許可車両、直接搬入車等）と理解すればよろ
しいでしょうか。
焼却炉棟周回路に引取場所を設ける場合、灰搬出車両やメンテ
ナンス車両に対しては見える可能性があるため、確認するもの
です。

貴社ご理解のとおりです。
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221
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) エ 動物搬入車両
動物搬入車両の想定サイズをご教示いただけますでしょうか。 軽トラック程度とします。

222
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) エ 動物焼却装置

本市が搬入する死骸の受渡しは荷受けスペースまでとする。そ
の後の移動、保管は本業務とする。搬入車両から荷下ろしまで
本市の業務とする。荷受けスペースは本市の搬入車両が接近で
きる位置に荷受け場を設けること。との記載がございますが、一
般市民の方の動物（ペット等）の持込はなく、貴市の搬入のみと
考えてよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

223
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

130 第2章
第13
節

13 (5) エ 死骸の荷受け場

直接搬入者が搬入した死骸の受け渡し場所と貴市が搬入した死
骸の受け渡し場所は、同じ場所にするとの理解でよろしいでしょ
うか。もしくは同じ場所にするか別々の場所にするかは事業者提
案によるとの理解でよろしいでしょうか。

直接搬入者が搬入するものは一般持込として処理してく
ださい。専焼炉での焼却対象は、市の委託業者等が搬
入したものを想定しています。

224
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

131 第2章
第13
節

13 (5) コ 動物焼却装置

動物保冷庫の大きさを選定するにあたり、動物の持込頻度や日
最大搬入量をご提示ください。

No217の回答をご参照ください。

225
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

131 第2章
第13
節

13 (5) コ 動物焼却装置

火床面積2m
2
未満の小動物焼却装置で最大3m程度の動物を処

理することは困難と考えられます。炉への投入が可能なサイズ
で搬入いただけますようお願いします。

No.213の回答をご参照ください。

226
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

132 第3章 第1節 2 （1） ウ 指定避難所

災害直後に滞在する避難者想定人数は計320人（周辺住民200
人、見学者120人）、そのうち周辺住民200人は長期滞在する可
能性があるとの理解で良いでしょうか。

発災直後ではなく、災害が長期化した場合に避難する
指定避難所として想定していますので、市民200人が長
期滞在する可能性があるとお考えください。

227
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

132 第3章 第1節 2 (1) 災害対策

「研修室や見学ルート等の空調等の居住環境が確保できるエリ
アにおいて、200人の周辺住民が避難できるスペースを100㎡以
上の避難スペースとして確保すること。」とありますが、P148③大
研修室の仕様として「床面積800m2」とあり、用途として「災害時
は市民の避難スペースとして利用する。」とありますので、本要
件は大規模研修室を設ける事で満たされるとの理解でよろしい
でしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

228
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 （4）
土壌汚染状況に対
する配慮

(4)土壌汚染状況に対する配慮とありますが、それを検討するた
めに、過去の土壌汚染調査(地歴調査、概況調査、詳細調査等)
及びダイオキシン類調査に関する情報をご提示いただけないで
しょうか。

公告時に提示できる資料は提示します。

229
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) イ
土壌汚染状況に対
する配慮

「前回ダイオキシン類の含有が確認された箇所」とありますが、”
前回”の調査報告書を入札公告時にお示し頂けるようお願いし
ます。

公告時に提示できる資料は提示します。
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230
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) イ
土壌汚染状況に対
する配慮

①と②の調査は、調査業務に支障する範囲の解体工事を行った
後、調査を実施するという理解でよろしいでしょうか。

解体工事の状況によっては、解体工事の工期内での調
査は可能です。

231
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) イ
土壌汚染状況に対
する配慮

①と②の調査を行い、新たに汚染が確認された場合は工期と費
用について協議いただけるという理解でよろしいでしょうか。

②についての撤去費は２ｍまで見込んでください。新た
に汚染が確認された場合でも工期と費用の変更は行い
ません。

232
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) イ
土壌汚染状況に対
する配慮

①と②の調査内容以外の範囲は調査は不要であり、敷地内封じ
込めを行う場合はそれ以外の対応は不要だと理解して宜しいで
しょうか。

関係法令が遵守されている場合は、貴社ご理解のとおり
です。

233
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) イ
土壌汚染状況に対
する配慮

前回ダイオキシン類の含有が確認された箇所の調査において、
深度2m以上でダイオキシンが確認された場合でも深度2m以深
の処分については覆土による敷地内封じ込めでよろしいでしょう
か。

貴社ご理解のとおりです。封じ込めの方法は関係法令を
遵守して行ってください。

234
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) イ
土壌汚染状況に対
する配慮

イ調査内容①と②以外の箇所については、貴市の事前調査に
おいてダイオキシンの含有が確認されなかったという理解でよろ
しいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

235
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) イ
土壌汚染状況に対
する配慮

①の調査箇所は、「添付資料05土壌試料採取地点①」の通り、
ピット底面及び埋設配管底部ではなく、ピット横・埋設配管横とい
う認識でよろしいでしょうか。またごみピット底面は調査箇所に含
まれないという理解でよろしいでしょうか。

原則、ご理解のとおりです。詳細な調査個所については
協議により決定します。

236
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 （4） イ①
土壌汚染状況に対
する配慮
調査内容

ダイオキシン類の調査内容のうち、①ピット底面及び埋設配管底
部28箇所(28検体)の試料採取深度は、「ダイオキシン類に係る
土壌調査測定マニュアル_令和4年3月(環境省)」に則り、表層～
5cmと理解してよろしいでしょうか。
なお、表層～5cmでダイオキシン類の基準値超過が判明した場
合、それ以降の深度の調査を行わず、一般的に汚染が表層に
滞留することを考慮し、ダイオキシン類の汚染深度1mを統一条
件にして頂けないでしょうか。

公告時に提示できる資料は提示します。詳細について
はダイオキシン類調査マニュアルをもとに契約後の協議
により決定します。

237
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 （4） イ②
土壌汚染状況に対
する配慮
調査内容

ダイオキシン類の調査内容のうち、①前回ダイオキシン類の含
有が確認された3箇所(18検体)の採取試料は
0.5m,1.0m,1.5m,2.0m,2.5m,3.0mの6深度×3箇所＝18検体と理解
してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

238
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) ウ
土壌汚染状況に対
する配慮

ウ特記事項②と⑦に記載されている封じ込め方法は覆土による
封じ込めという理解でよろしいでしょうか。

覆土以外でも関係法令を遵守していれば可とします。
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239
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 （4） ウ①
土壌汚染状況に対
する配慮
特記事項

「①表層の地盤においてダイオキシン類～～場外処分とする。」
とありますが、表層の地盤でダイオキシン類が含有されている旧
焼却炉棟南部分は「要求水準書添付資料05_土壌試料採取地点
②」の土壌試料採取地点◆の3地点と理解してよろしいでしょう
か。異なる場合は、正しい旧焼却炉棟南部分の撤去範囲を提示
下さい。

◆が属する花壇全域です。

240
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) ウ①
土壌汚染状況に対
する配慮

「ダイオキシン類が含有されている旧焼却炉棟南部分」とは「要
求水準書添付資料05　土壌資料採取地点②」のピンクハッチン
グ部2箇所と考えてよろしいでしょうか。
旧焼却炉棟北側のピンクハッチング部は対象外と考えてよろし
いでしょうか。

No.239の回答をご参照ください。

241
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) ウ①
土壌汚染状況に対
する配慮

「ダイオキシン類が含有されている旧焼却炉棟南部分は2ｍまで
撤去とし、受注者負担で場外処分とする。」とありますが、深度調
査の結果２m以深でダイオキシン類が検出された場合は費用は
別途協議と考えてよろしいでしょうか。

原則封じ込めとしてください。

242
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 （4） ウ②
土壌汚染状況に対
する配慮
特記事項

ダイオキシン類が検出された地盤の敷地内封じ込めは、汚染の
拡散防止の対策として、覆土、植栽、舗装工による対策（遮水壁
不要）と理解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

243
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) ウ②
土壌汚染状況に対
する配慮

「②ピット底面及び埋設配管底部でダイオキシン類が検出された
場合は敷地内で封じ込めとする」とありますが、範囲不明な為、
事業費算定は困難と考えます。数量を指定頂く事は可能でしょう
か。

数量の提示はできません。

244
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 (4) ウ④
土壌汚染状況に対
する配慮
特記事項

「④土地の形質変更に該当する行為（調査含む）を行う場合」と
ありますが、対策に関する検討に必要なため、過去の土壌汚染
調査(地歴調査、概況調査、詳細調査等)に関する情報をご提示
いただけないでしょうか。

公告時に提示できる資料は提示します。

245
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 （4） ウ⑤
土壌汚染状況に対
する配慮
特記事項

「敷地内土壌の関しては原則場内で封じ込めとする。」とありま
すが、対象敷地が埋立地管理区域の場合、土壌汚染対策法上
はAppendix13に則り、地下水位の管理や地下水水質を監視して
施行すれば必要十分であり、覆土、植栽、舗装工による対策（遮
水壁不要）と理解してよろしいでしょうか。

関係法令を遵守していれば可とします。

246
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

133 第3章 第1節 2 （4） ウ⑤
土壌汚染状況に対
する配慮
特記事項

「要求水準書案_添付資料05　形質変更時届出区域指定範囲図
土壌試料採取地点①②」で基準不適合としてハッチングされた
箇所の汚染土壌を場外処分する場合、第二溶出量基準不適合
の汚染土として処分する理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。処分に必要な調査、処置は処
分先の指示となりますので、受注者にて見込んでくださ
い。
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247
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4)
土壌汚染状況に対
する配慮

「本敷地については土壌汚染対策法に基づく形質変更時要届出
区域の指定を受けている」とありますが、土壌汚染対策法に係る
土壌汚染調査は実施されていますでしょうか。実施されている場
合は、その結果資料をご提示ください。

公告時に提示できる資料は提示します。

248
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4) ウ
土壌汚染状況に対
する配慮

「⑦形質変更時要届出区域の指定としている区域に関しては、
本業務で封じ込め処置とする」とありますが、これはダイオキシ
ン類特別措置法に関する汚染があった場合であり、土壌汚染対
策法に基づく汚染があった場合は封じ込めではなく、現地状況を
鑑み適宜対策を行うものと考えてよろしいでしょうか。

封じ込めを基本とします。

249
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4)
土壌汚染状況に対
する配慮

事業者にて必要な対応項目を把握するため、形質変更時要届
出区域に指定された際の関連資料を入札公告時にお示し頂け
るようお願いします。

公告時に提示できる資料は提示します。

250
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4)
土壌汚染状況に対
する配慮

事業実施区域は、ダイオキシン類対策特別措置法第二十九条
のダイオキシン類土壌汚染対策地域に指定されているのでしょ
うか。

指定されておりません。

251
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

133 第3章 第1節 2 (4)
土壌汚染状況に対
する配慮

添付資料07「残存工作物位置図」では「ダイオキシンは除去済
み」と記載されておりますが、本記載は建築物に係るダイオキシ
ンを指しているという理解でよろしいでしょうか。土壌内のダイオ
キシンについては要求水準書記載の調査と対策が必要という理
解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

252
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

135 第3章 第1節 3 (2)
ア①
(ｴ)

①利用する主な車両

「（ア）搬入車両、（エ）一般車両」　とありますが、一般持込車両
（直接搬入車）は（エ）一般車両の区分ではなく（ア）搬入車両の
区分に入るものとしてよろしいでしょうか。また、一般車両の一般
来場者車両とは管理棟関連に向かう車両を指すものと理解して
よろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

253
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

135 第3章 第1節 3 (2) ア
事業実施区域への
新入出動線

事業者職員車両を一般車両と分類する場合、事業者職員車両と
搬入車両・搬出車両・メンテナンス車両と出入口を別に設ける必
要があります。団体見学者用バス、一般来場者車両等の他車両
の実運用を総合的に判断し、事業者職員車両は事業者提案とし
て頂けないでしょうか。

貴社ご提案によります。

254
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

135 第3章 第1節 3 (1) イ
敷地周辺地盤レベ
ル

造成計画を行うにあたり敷地周辺の地盤レベルがわかる資料を
提供いただけないでしょうか。

公告時に提示できる資料は提示します。

255
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

135 第3章 第1節 3 (1) イ① 現況地盤レベル

現況地盤レベルとは、姫路市南部美化センター造園工事 外構
工事の特記事項に記載のGL±0（TP+3.339）と理解すればよろし
いでしょうか。

No.31の回答をご参照ください。
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256
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

137 第3章 第2節 2 (3) ア 外壁

「構造耐力上重要な部分及び遮音性能が要求される部分は、鉄
筋コンクリート造を基本とすること。」とありますが、内壁に吸音
材を施工するなどの騒音対策を講じる前提でS造（ALC壁）の採
用を可とさせていただけないでしょうか。

鉄筋コンクリート造を基本としますが騒音対策を講じる
前提で、貴社ご提案によります。

257
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

138 第3章 第2節 2 (6) ウ サイン

視覚障がい者に対して、視覚障がい者誘導用ブロック、音響音
声案内装置、点字等による案内板及び点字表示を動線に沿って
適所に配置するとありますが、工場棟は非対象となると思料しま
すが、見学者ルート等を対象とした範囲と考えればよろしいで
しょうか。

福祉のまちづくり条例の基準のとおりです。

258
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

139 第3章 第2節 3 (3)
表3.2内部仕上げ表
（焼却炉棟）
ごみﾋﾟｯﾄ

ごみピットの壁は「コンクリート打放し（水密コンクリート）」の記載
がありますが、P.47のごみピットの仕様に関する質疑同様に、
「水密性鉄筋コンクリート」と読み替えてよろしいでしょうか。

水密性鉄筋コンクリートとしてください。

259
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

139 第3章 第2節 3 表3.2 電気室

電気室の天井仕様について、岩綿吸音板仕様とする場合、建屋
階高設定に与える影響が大きく、建設費用の増大につながる恐
れがあることから、直天をお認めいただけないでしょうか。

貴社ご提案を認めます。

260
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

140 第3章 第2節 3 (3)

表3.2内部仕上げ表
（焼却炉棟）
タービン発電機室、
非常用発電機室、
各種送風機室

タービン発電機室および非常用発電機室、各種送風機室は、
「壁は吸音材」と記載がありますが、騒音解析を実施の上、適正
な吸音材の仕上げ範囲を検討し、提案させていただいてよろし
いでしょうか。

貴社ご提案によります。

261
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

142 第3章 第2節 5 (1)
イ①
C)i.

炉室の見学者窓
炉室の見学をITVや環境学習設備で代替する場合、炉室に見学
者用窓の設置は不要と理解してよろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

262
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

142 第3章 第1節 5 (1) イ C）炉室

h.に「換気モニタ」と記載がありますが、省エネ・換気効率等の観
点から最適となる提案を行うため、「換気モニタまたは換気ファ
ン」によるご提案を認めていただけないでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

263
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

143 第3章 第2節 5 (1)
イ①
E)

油圧装置室

油圧装置室については、十分な換気と適切な防音措置を行うこ
とを条件に、配管の施工性やメンテナンス性の優位性に配慮し、
専用室を設けずに炉室等と同じ空間に配置することをお認めい
ただけますでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

264
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

143 第3章 第2節 5 (1)
イ①
F)

灰出し設備室

灰出し設備室の定義を確認させていただくものです。
灰や飛灰を搬出車両に積込む灰積出し場は炉室等とは分けて、
専用の部屋として計画いたします。一方で、主灰を灰ピットに搬
送するコンベヤについては、専用室を設けず、炉室一体として良
い理解でしょうか。

貴社ご理解のとおりです。
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265
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

143 第3章 第2節 5 (1)
イ①
I)a.

電気室配置

電気室については、雨水等の浸水の恐れのない位置に設置す
る要求がございますが、アスファルト防水等の適切な防水処置を
施すことを条件に、雨水や散水のある部屋の下に電気室等を配
置することをお認めいただけますでしょうか。
別案件においても同条件で施工、運用をしている経験が多数あ
り、電気室の上部に雨水や散水のある部屋を設けてはならない
場合、建設コストの大幅な増加が考えられるため、確認するもの
です。

認められません。

266
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

144 第3章 第2節 5 (1)
イ①
M)c.

灰クレーン操作室の
窓ガラス清掃装置

灰クレーン操作室の窓については、窓の下にコンクリート床があ
り、高所作業車等での窓清掃が安全に行える場合、窓ガラス清
掃装置の設置については、事業者提案とさせていただけないで
しょうか。

No.134の回答をご参照ください。

267
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

144 第3章 第2節 5 (1)
イ①
N)d.

発電機室の見学者
窓

タービン発電機室の見学をITVや環境学習設備で代替する場
合、発電機室に見学者用窓の設置は不要と理解してよろしいで
しょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

268
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

145 第3章 第2節 5 (2) ア③ 整備基本方針

「見学者等の利用する諸室はごみ処理施設の運営に係る諸室
や焼却炉棟とは区分し、時間帯によって使用エリアを区分できる
セキュリティを設け、・・・ 」とありますが、時間帯で区分できるセ
キュリティとありますが、時間帯で分けることなく区分できる場合
セキュリティを設ける必要はないとの理解でよろしいでしょうか。

貴社ご提案によります。

269
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

145 第3章 第2節 5 (1)
イ①
R)

特別高圧受電室の
配置

特別高圧受電室を焼却炉棟内に設けず、特高受変電設備を屋
外仕様かつ浸水高さ以上に基礎を立ち上げることを前提に、屋
外に配置することを認めていただけますでしょうか。

屋外仕様とした場合、海岸地であるため塩害による腐食
等が懸念されますので、塩害に耐える仕様としてくださ
い。

270
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

145 第3章 第2節 5 (1)
イ①
R)c.

特別高圧受電室の
配置

特別高圧受電室の上階に雨水や散水のある諸室を設ける場
合、特別高圧受電室の天井を二重スラブ+アスファルト防水とし、
漏水時の排水を考慮することを前提に、雨水や散水のある諸室
の下階に配置することをお認めていただけますでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

271
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

145 第3章 第2節 5 (2) ア③
見学者エリアのセ
キュリティ

見学者の利用する諸室について、時間帯ごとに使用エリアの区
分ができるセキュリティを設ける要求がございますが、見学者利
用時間外に大研修室を使用する地域住民が、管理棟内で迷わ
ないようにするための配慮と理解すればよろしいでしょうか。

迷わないだけではなく施設の安定稼働、警備上の配慮
を行ってください。

272
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

145 第3章 第2節 5 (2) ア③
見学者エリアのセ
キュリティ

見学者「等」の利用する諸室とありますが、見学者の他に大研修
室を利用する地域住民を想定すればよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。



令和7年12月3日

No 資料名 頁 タイトル 質問・意見 回答項目

姫路市新美化センター整備・運営事業に係る実施方針等に関する質問・意見書に対する回答書

273
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

145 第3章 第2節 5 (2) ア③
見学者エリアのセ
キュリティ

時間帯によって使用エリアを区分する要求がありますが、管理
棟（大研修室含む）の開放時間帯は平日8時から17時を想定す
ればよろしいでしょうか。

一般見学は原則施設の運営期間中の9時～17時を想定
しています。ただし、大研修室の利用については、時間
外は21時までを想定しています。大研修室の利用は、見
学者の対応を優先します。

274
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

145 第3章 第2節 5 (2) ア③
見学者エリアのセ
キュリティ

大研修室を利用する地域住民については見学者用の階段、
ELV、廊下を共用する理解でよろしいでしょうか。
セキュリティの観点で見学者と地域住民の階段等を分ける要求
があるか確認させていただくものです。

階段、ELV、廊下を共用することは可能です。利用時間
が違うため、セキュリティに配慮してください。

275
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

145 第3章 第2節 5 (2) ア④
管理棟へのアプロー
チ動線

車いす用駐車場を除く管理棟利用者の駐車場からのアプローチ
について伺います。
管理棟（大研修室含む）利用者の車両動線と歩行者動線が交差
する場合、安全性に配慮して横断歩道、路面標示、看板などを
適切に配置することで交差を認めていただけますでしょうか。

貴社ご提案によります。

276
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

146 第3章 第2節 5 (2) イ 諸室計画

各諸室に記載されている設置室数は必要最小限の数を記載し
ているものであり、事業者提案としてそれ以上の設置室数を計
画することは妨げないとの理解で良いでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。ただし、交付金を利用しての
工事のため、対象内外を明確に分ける必要があります。

277
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

146 第3章 第2節 5 (2) イ① エントランスホール

見学者180人（30人×6 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) との記載がありますが、以降、
想定人数の記載が120人となっております。見学者120人が正と
いう理解でよろしいでしょうか。

見学者の最大想定は180人です。研修室の想定人数は
120人で、それを超える場合は大研修室での受け入れを
想定しています。

278
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

146 第3章 第2節 5 (2) イ①
エントランスホール
利用者人数

エントランスホールの利用者数が180人（30人×6グループ）と記
載がありますが、研修室では120人（30人×4グループ）となって
おり、利用者人数に齟齬があるものと思慮いたします。
エントランスホール利用者数についても、研修室利用者数と同様
に120人（30人×4グループ）と理解すればよろしいでしょうか。

No.277の回答をご参照ください。

279
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

146 第3章 第2節 5 (2) イ② 見学者の昼食場所
見学者が昼食をとる場所については、研修室と理解すればよろ
しいでしょうか。

現地点では、見学者が研修室内で昼食をとることは想
定していません。

280
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

147 第3章 第2節 5 (2)
イ②
c.

研修室
映像・音響資材

「講習・説明に必要な映像・音響機材等を整備すること。３室分
割使用時にもそれぞれの室で～」とありますが、３室分割使用で
はなく、4室分割使用と理解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

281
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

147 第3章 第2節 5 (2) イ② 研修室　什器備品等

「3人掛け長机を40台程度」「車いす対応のものを3台程度設け
る」40台の内の3台を車いす対応とすれば良いでしょうか。それと
も別に３台設け、合計43台でしょうか。

合計43台で計画してください。
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282
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

148 第3章 第2節 5 (2) イ②
研修室
什器備品等

「モニタについて、60インチ以上を4台以上設けること」とあります
が、モニタ4台に同一の映像を表示させる仕様とするものと理解
してよろしいでしょうか。

同一の映像内容を想定していますが、表示については4
つのモニタそれぞれで別の映像が出力できるようにして
ください。

283
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

149 第3章 第2節 5 (2) イ③
大研修室
什器備品等

「養生シートについては本市との協議による」との記載がありま
すが、具体的な仕様・数量をご提示いただけないでしょうか。

大研修室を全域養生できる数量としてください。形状は
ロール状に保管できるもとのとし、椅子机等を置いて使
用しても床が傷つかない仕様としてください。

284
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

149 第3章 第2節 5 (2) イ③
大研修室　什器備品
等

靴箱は何人分を想定すればよろしいでしょうか。指定避難所とす
る場合、200名分の靴箱が必要でしょうか。

200名分を用意してください。

285
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

148 第3章 第2節 5 (2) イ③ 大研修室

大研修室はスポーツを目的とした一般利用も想定しているものと
理解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

286
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

148 第3章 第2節 5 (2) イ③
大研修室
用途

大研修室は体育館としても利用されるとのことですが、利用者の
安全管理については体育館利用者の責任と理解してよろしいで
しょうか。また、スポーツ備品の管理の責任は事業者と理解して
よろしいでしょうか。

前後段とも、貴社ご理解のとおりです。

287
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

148 第3章 第2節 5 (2) イ③
大研修室
規模

大研修室は、床面積：800㎡とありますが、室諸仕様には、更衣
室、トイレ、にシャワー室、備品倉庫の記載があります。床面積：
800㎡は、更衣室、トイレ、シャワー室、備品倉庫を除く面積とい
う認識でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

288
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ ③大研修室

大研修室の天井高さついて、近隣施設の姫路市立飾磨体育館
の天井高11ｍ（電灯まで9ｍ）と同等以上の高さであれば問題な
いとの理解でよろしいでしょうか。
また、コートサイズについては各競技の日本協会の規定に則っ
た寸法が必要という理解でよろしいでしょうか。

高さについては、照明器具等の最下部で、7ｍ以上とし
てください。
必要最低寸法は下記のとおりです。
・バレーボール（6人制）：18m × 9m程度
・バスケットボール：28m × 15m程度
・バドミントン：13.4m × 6.1m程度

289
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ ③大研修室
大研修室の高さは、何m以上必要となりますでしょうか。 高さについては、照明器具等の最下部で、7ｍ以上とし

てください。
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290
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ③ 大研修室

用途は市民が体育館や研修の場として利用する。見学者の見
学事前説明、講習に利用する。災害時は市民の避難スペースと
して利用する。と記載がございます。
運営維持管理業務編に見学者の受付及び説明は、原則として
運営事業者にて行うこととする。と記載がありますが、体育館や
研修室の予約や受付、スポーツ備品・用具の購入・補充及び維
持管理、災害時の市民避難の受入は貴市が対応するということ
でよろしいでしょうか。

原則見学に伴う利用は本業務とし、空き時間で一般での
予約、受付は市が行います。
スポーツ備品・用具の購入・補充及び維持管理は本業
務に含みます。
災害時の市民避難の受入は本市が行いますが、受注者
に協力を求めます。

291
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ ③大研修室

用途に「市民が体育館や研修の場として利用する」とあります
が、要求水準書（案）の運営事業者の業務範囲の内容からは、
その対応業務に関する所掌が読み取れません。市民が体育館
を利用される際の予約・受付・現地対応等については貴市の業
務範囲という理解でよろしいでしょうか。
また、市民が体育館や研修の場として利用できる営業日と時間
についてご教示ください。

No.290の回答をご参照ください。

292
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ③ 大研修室

用途のひとつとして「見学者の見学事前説明、講習に利用す
る。」と記載ありますが、P.147　②研修室の用途でも「見学者の
見学事前説明、講習に利用する。」と記載されています。見学者
受入時における、研修室と大研修室との使い分けのお考えをご
教示頂けますでしょうか。

No.277の回答をご参照ください。

293
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ③
大研修室の運営要
領

大研修室の開放時間の想定や予約方法などの運営方法をご教
示いただけますでしょうか。

開放時間はNo.273の回答をご参照ください。市民に貸し
出する場合は市が対応します。

294
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ③
大研修室での見学
者事前説明

大研修室で見学者の見学事前説明や講習に利用するとの記載
がありますが、見学者120名がエントランスホールで待機したの
ち、研修室に入る前に大研修室を経由する理解でよろしいでしょ
うか。

見学者の人数により、研修室もしくは大研修室を利用し
ます。そのため、エントランスからそれぞれの部屋への
動線を確保してください。

295
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

149 第3章 第2節 5 (2) イ③ ３人掛け長机数量

30台の要求がございますが、30台の中に車いす対応のもの5台
が含まれている理解でよろしいでしょうか。若しくは30台の長机と
車いす対応の長机5台で合計35台のご要求と理解すればよろし
いでしょうか。

合計35台で計画してください。

296
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

148 第3章 第2節 5 (2)
イ③
b.

大研修室
諸室仕様

大研修室のスクリーン及び大型モニターの設置において、見学
者の見学事前説明、講習は100名を1グループとして、大研修室
の一部にて実施するものと理解してよろしいでしょうか。なお、別
途120名の研修室も設けることとありますが、研修室と大研修室
においてそれぞれ最大120名、100名の見学を想定されていると
理解してよろしいでしょうか。

No.277の回答をご参照ください。
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297
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2)
イ③
b.

大研修室のスクリー
ン及び大型モニタ設
置要否

大研修室にスクリーン及び大型モニタの設置要求がございます
が、本要求は研修室に要求のあるスクリーン、プロジェクタ、モニ
タと同じ用途と思慮いたしますが、研修室側の設備に集約し、大
研修室側では不要と理解してよろしいでしょうか。

大研修室で研修等を実施する場合にスクリーン又は大
型モニターで行えるようにしてください。

298
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2) イ③i.
避難スペースの感染
症対策

災害時の避難スペースに感染症対策の考慮は必要と理解すれ
ばよろしいでしょうか。
考慮が必要な場合、具体的な仕様については事業者提案でよろ
しいでしょうか。

避難所の運営は市で行います。必要な対策は市で行い
ます。市の運営に協力してください。

299
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

148 第3章 第2節 5 (2)
イ③

j.
大研修室
諸室仕様

コート（バレーボール室長辺1面、バレーボール室短辺2面、バス
ケットボール（ゴール含む）、バドミントン2面、卓球6台）とありま
すが、各スポーツの1面当たりの必要最低寸法として、「第4版 コ
ンパクト建築設置資料集成 日本建築学会」に示される以下の条
件を満足する必要があるということで宜しいでしょうか。
事業者間で計画条件を統一するべく、必要最低寸法の提示をお
願い致します。
・バレーボール（6人制）：18m × 9m、高さ7m以上
・バスケットボール：28m × 15m、高さ7m以上
・バドミントン：13.4m × 6.1m、高さ12m以上
・卓球：2.74m × 1.525m、高さ5m以上

必要最低寸法は下記のとおりです。
・バレーボール（6人制）：18m × 9m程度　2面
・バスケットボール：28m × 15m程度　1面
・バドミントン：13.4m × 6.1m程度　2面
・卓球は卓球台を6台設置できる位置を確保してくださ
い。
・高さについては、照明器具等の最下部で、7ｍ以上とし
てください。

300
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 (2)
イ③

j.
大研修室
バスケットボール

バスケットボールコートはミニバス用を2面でよろしいでしょうか。 No.299の回答をご参照ください。

301
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

148 第3章 第2節 5 （2） イ ③大研修室

諸室仕様に「k.防球ネット」とありますが、こちらは体育館を2分割
で利用される等を想定されたものとの理解でよろしいでしょうか。

競技毎に分割での利用ができるようにするために設置し
てください。また、ボールが接触し破損する恐れのある
部分にも設置してください。

302
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

150 第3章 第2節 5 (2) イ⑤
従業者エリアの靴箱
用途

従業者通用口に靴箱の要求があり、従業者は上足で施設利用
するように読み取れます。管理棟内に従業者諸室を配置する場
合、従業者エリアは上足利用、見学者エリアは土足利用（大研修
室を除く）と理解すればよろしいでしょうか。

従業員用は不要です。従業者は市職員用と読み替えて
ください。市職員エリア、見学者エリアは土足での利用と
しています。市職員エリアは土足利用ですが、汚れた靴
の履きかえが可能な仕様としています。従業者エリアに
ついては貴社提案によります。

303
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

150 第3章 第2節 5 (2) イ⑤ 従業者通用口

管理棟内の見学者エリアについては土足利用となっております。
従業員通用口の靴箱「下足及びスリッパを収容できるものとす
る」について、従業員は上足利用とする計画でしょうか。靴箱を
配置する場所について、従業員通用口のみでよろしいでしょう
か。

No.302の回答をご参照ください。

304
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

150 第3章 第2節 5 （2） イ ⑤従業者通用口

傘立ての項目で、「従業者分を設けること」と記載があります。こ
ちらは市職員(10名程度）も利用される想定でよろしいしょうか。

No.302の回答をご参照ください。
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305
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

150 第3章 第2節 5 (2) イ⑥ トイレ

諸室仕様に「多目的トイレ・男子トイレ・女子トイレにベビーベット
とベビーチェアーを用意すること。」と記載がありますが、P.162
第4節建築機械設備工事　5.衛生設備工事　(2)エでは、「多目的
トイレには、おむつ交換台及びベビーチェアを設けること。」と記
載があります。ベビーベットとベビーチェアは、多目的トイレのみ
に設置することと考えればよろしいでしょうか。

施設利用者が利用する。多目的トイレ、男子トイレ、女子
トイレそれぞれにベビーベッドとベビーチェアを設置してく
ださい。

306
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

150 第3章 第2節 5 (2) イ⑥ トイレ
多目的トイレは各階に必要でしょうか。 必要です。なお、福祉のまちづくり条例の基準にも適合

させてください。

307
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

150 第3章 第1節 5 (2) イ ⑥トイレ

「多目的トイレ・男子トイレ・女子トイレにベビーベッドとベビーチェ
アーを用意すること。」とありますが、P162衛生設備工事に記載
の通り、ベビーベットとベビーチェアは、多目的トイレのみに設置
するとの理解でよろしいでしょうか。

No.305の回答をご参照ください。

308
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

150 第3章 第2節 5 （2） イ ⑦浴室

「従業者の利用する浴槽付きの浴室」とありますが、通常時、市
職員（10名程度）は利用されない理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

309
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

151 第3章 第2節 5 (2) イ⑧
市職員の動線・諸室
計画

市職員の動線及び諸室計画としては、見学者エリアの玄関、階
段、ELV、トイレを共用し、土足で施設利用する理解で合っていま
すでしょうか。

No.302の回答をご参照ください。

310
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

151 第3章 第2節 5 (2)
イ⑨
a.

その他

その他必要な諸室で「調理室」との記載がありますが、従業者給
湯室と一体的な計画としてよろしいでしょうか。

現時点では、調理室の平時での使用は想定しておりま
せん。災害対応として使用する計画としています。場所
は研修室に設置を計画してください。要求水準書を変更
します。

311
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

151 第3章 第2節 5 (3)
その他附属施設計
画

各施設に記載されている設置室数は必要最小限の数を記載し
ているものであり、事業者提案としてそれ以上の設置室数を計
画することは妨げないとの理解で良いでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

312
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

152 第3章 第2節 5 (3) ウ 倉庫

「用途　小型家電、粗大ごみ品保管庫、誤排出物置き場」と記載
されています。
小型家電や粗大ごみは受入及び処理の対象外と理解していま
すが、別途受入を行うのでしょうか。また、管理の所掌について
ご教示願います。

市が単独で使用しますので、搬入、処理、管理は市が行
います。
維持管理のみ本業務とします。

313
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

152 第3章 第2節 5 (3) ウ 倉庫

倉庫の用途として、小型家電、粗大ごみ品保管、誤排出物置場
としておりますが、既存のごみ焼却施設におけるそれぞれの搬
入実績数及び搬出頻度をご提示いただけますでしょうか。また、
それらの実績を基に倉庫の面積は、コスト低減の観点から事業
者提案とさせていただけますでしょうか。

No.312の回答をご参照ください。倉庫の面積は参考図以
上の面積を確保してください。
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314
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

153 第3章 第2節 6 (15) オ 見学計画

見学は、1グループ（30名程度）での見学を行うとされています
が、同時に見学される最大グループ数は、要求水準書　設計・建
設業務編（案）3頁の⑯に記載の30人×6クラスより、6グループと
想定してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

315
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

154 第3章 第2節 6 (16) イ② 連絡通路

要求水準書の記載に渡り廊下と連絡通路の表現がございます
が、連絡通路とは焼却炉棟と管理棟が別棟とする場合の見学者
が利用する渡り廊下と理解すればよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

316
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

155 第3章 第2節 6 (16) オ エレベーター
エレベーターの定員数は事業者提案と考えてよろしいでしょう
か。

福祉のまちづくり条例によります。

317
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

155 第3章 第2節 7
(1)
(2)

ウ
ア

構造計画

「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（国土交通省）」おいて
構造耐力上安全である事となっておりますが、「建築構造設計基
準（最新版）（国土交通省大臣官房営繕部整備課監修）」におい
ても耐力上の安全性のみを確認する事とし、本施設の特性を考
慮し大地震時の変形量についての規定については考慮しない
事でよろしいでしょうか。

変形量の規定についても考慮してください。

318
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

156 第3章 第2節 7 (2) エ 構造計算

炉体鉄骨や復水器支持架台及び排ガス処理設備支持鉄骨の耐
震計算は、架台柱の設置させる層のせん断力係数Ciから設計
用せん断力係数を定め、建築基準法に定める地震力を算定して
設計することとありますが、P.42には、「機器（建築梁等建築物上
に直接設置する機器、装置等の接合部については、建築設備の
耐震基準に準拠する）、配管、ダクト類の支持架構の耐震計算
には（社）日本電気協会発行「電気技術基準調査委員会」編によ
る「火力発電所の耐震設計規程」を遵守すること」とあります。プ
ラント機器の支持架構は火力発電所の耐震設計規程を優先さ
せていただいてもよろしいでしょうか。

機器、配管、ダクト類の支持架構が建築物等に該当する
場合は、建築基準法を遵守してください。建築物等に該
当しない場合は、貴社ご理解のとおりです。

319
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

158 第3章 第3節 3 (2) ア 駐車場計画

「表3.5駐車場計画」に敷地空地利用者用駐車場との記載があ
り、その駐車台数は事業者提案となっています。この敷地空地
利用者用とは、どのエリアをどのような利用者がどのように利用
することを想定されているかご教示ください。

多目的広場等の利用者用としています。

320
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

158 第3章 第3節 3 (2) ア 駐輪場仕様

駐輪場の対象はすべて自転車で想定すればよろしいでしょう
か。オートバイなども駐車対象であれば、内訳をご教示いただけ
ますでしょうか。

約半数をオートバイとして想定してください。

321
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

159 第3章 第3節 3 (2) ケ
ごみ収集車用充電
設備

将来追加設置するごみ収集車用駐車場（急速充電設備付き）は
何台分想定しておけばよろしいでしょうか。また、設置場所は焼
却炉棟付近としてよろしいでしょうか。

2台分程度のスペースを想定しておいてください。なお、
設置場所は動線をふまえた貴社のご提案によります。
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322
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

159 第3章 第3節 3 (4) ウ 植栽・芝張工事

「焼却炉棟と周回道路の間には緩衝帯を設けること。」とありま
すが、緩衝帯とはどのような仕様を指すかご教示頂けないでしょ
うか。
緩衝帯を縁石や緑地帯等と定義する場合、これらはメンテナン
ス車両の寄付きや、仮設足場等の設置の支障となり、運営・維
持管理業務に影響するためお伺いします。

焼却炉棟と車両の接触防止を意図したもので、仕様に
ついては、縁石や緑地帯等を想定しますが、運営・維持
管理業務に支障のない範囲で貴社ご提案によります。

323
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

160 第3章 第3節 4
多目的広場設置工
事

多目的広場（兼災害廃棄物仮置き場）として必要な面積及び具
体的な条件を提示いただけないでしょうか。

空きスペースでの貴社ご提案によります。

324
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

162 第3章 第4節 4 (2) ウ 見学者

想定する年間見学者数をご教示ください。 令和6年度のエコパークあぼしでの実績は約7,000人で
す。詳細は入札公告時に示します。

325
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

162 第3章 第4節 5 (2) イ 衛生設備仕様

洋式トイレに消音設備を設けることとありますが、全てのトイレで
はなく見学者が利用するトイレを対象と考えればよろしいでしょう
か。

全てのトイレに設置してください。

326
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

163 第3章 第4節 8 (1)
エレベーター台数に
ついて

エレベーターの最小設置要求台数について伺います。
要求水準書の通り、管理棟に従業者諸室を管理棟に集約し、焼
却炉棟において見学ルートに上下移動が必要ない場合、管理棟
に1基（見学者、市職員、従業者兼用）、焼却炉棟に1基（炉室メ
ンテナンス用エレベーター）の理解でよろしいでしょうか。

見学ルートは、一筆書きのルートを基本としたうえで、エ
レベーターの台数は事業者提案とします。なお、従業員
用は別途設置してください。また福祉のまちづくり条例の
基準に適合させてください。

327
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

163 第3章 第4節 8 (2)
エレベーター設備工
事

停電や地震等の災害時に対応できる機種とすることとあります
が、停電時にも使用する前提でしょうか。それとも直近の着床階
にてドアを開く仕様と考えればよろしいでしょうか。

各種法令を遵守して設定してください。

328
要求水準書
設計・建設業務編
(案)

165 第3章 第5節 4 (2) ウ④
電話・通信設備仕様
設置位置

④設置位置「建築設備リストを提出すること。なお、設置位置に
よっては簡易型携帯電話システム（PHS）を併用し、その場合建
物内及び敷地内で死角が発生しないようアンテナを設置するこ
と。」及び⑥機能「必要な箇所から、局線への受発信、内線の個
別・一斉呼出、内線の相互通話ができるものとすること。」と記載
がありますが、簡易型携帯電話システム（PHS）は構内での内線
通話のみに使用し、局線への受発信は固定電話での対応と考
えてよろしいでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。

329
要求水準書
設計・建設業務編
（案）

166 第3章 第5節 4 (8) 警備設備工事

防犯上の警備設備の設置が可能とするため電気配管工事(空配
管工事)を行うこと。との記載がございますが、どの諸室を対象と
されておりますでしょうか。工場棟は基本24時間運転職員がいる
ため、機械警備は不要と考えております。

運営事業者において、焼却炉棟、計量棟、管理棟等の
警備を契約することとし、事業者において委託する警備
会社と協議し、必要な箇所に空配管を設置するなど施
工してください。
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330
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

2 第1章 第1節 8
運営事業者の業務
範囲

大研修室の利用予約、受付、維持管理は貴市もしくは運営事業
者どちらが行うものになりますでしょうか。事業者が実施する場
合、予約方法、利用時間などの条件をご提示くださいますようお
願いいたします。

No.290の回答をご参照ください。

331
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

8 第1章 第3節 12
労働安全衛生･作業
環境管理

従業員の健康診断結果や就業上の措置報告の提出頻度と個人
情報管理の取扱いルールをご教示いただけますでしょうか。

健康診断を実施し、実施状況や就業上の措置について
報告を求めます。個人情報については必要ありません。

332
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

9 第1章 第3節 17 保険への加入

運営事業者が付保する保険を検討するため、貴市が本施設の
所有者として加入予定の保険種目や内容をご教示いただけない
でしょうか。

全国市有物件災害共済会の建物総合損害共済に加入
予定です。

333
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

9 第1章 第3節 17 保険への加入

なお、 本市は 、 本施設の所有者として 、 保険に加入の予定で
あるが 、 加入先は未定である 。と記載がございますが、建物の
保険は貴市で加入見込みと考えてよろしいでしょうか。

No.332の回答をご参照ください。

334
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

10 第1章 第4節 1 (5) 運営・維持管理

その他本市の指示するものとありますが、想定される事項があ
ればご教示下さい。

事業提案書提出から契約締結まで又は事業契約後に、
対住民や市内部の規定等、何らかの対策の必要性等が
生じた場合を想定しています。

335
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

11 第1章 第4節 5 (6)
本業務期間終了時
の引渡し条件

「本市は本事業期間中に作成した図書、資料、蓄積したデータ及
びノウハウ等については、次期運営事業者に対し、原則として全
てを開示するものとする。」とありますが、開示対象は運転にあ
たって必要なデータであって、事業者の競争力に関わるものは
対象外となるものと理解してよろしいでしょうか。

入札公告において示します。

336
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

11 第1章 第4節 5 (6)
本業務期間終了時
の引渡し条件

貴市に対し、必要期間の運転教育を行うこととの記載がございま
すが、教育実施期間は本運営事業期間内との理解で宜しいで
しょうか。

貴社ご理解のとおりです。

337
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

11 第1章 第4節 5 (8)
本業務期間終了時
の引渡し条件

「本市が特定部品を調達しようとするときは速やかに規定の価格
で提供すること。なお、特定部品の種類及び価格の決定方法に
ついては本市と協議により決定する。」とありますが、物価変動
による価格変動についても協議対象と理解してよろしいでしょう
か。

協議対象とします。

338
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

12 第2章 第2節 (1) 有資格者の配置

施設規模が100t/日以上（複数炉）とありますが、1炉あたりの処
理能力ではなく複数炉の合計の施設規模と理解してよろしいで
しょか。

貴社ご理解のとおりです。

339
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

12 第2章 第2節 (1) エ 有資格者の配置

現場総括責任者の要件「エ　DBO方式又はPFI方式による事業」
について、「公設公営の長期包括委託方式による事業」も可とし
ていただませんでしょうか。

要求水準書（案）のとおりとします。
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340
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

12 第2章 第2節 (3) 有資格者の配置
エネルギー管理員の設置要否は初年度の実績を踏まえ判断す
るものと理解してよろしいでしょうか。

貴社での計画値をもとに、初年度から設置してください。

341
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

13 第2章 第2節 表2.1
維持管理・運営必要
資格（参考）

クレーンデリック運転士が記載されておりますが、吊り上げ荷重
条件によってはクレーンの運転の業務に係る特別教育が必要資
格になります。あくまで参考で運営に必要な資格があれば良いと
の理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

342
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

13 第2章 第2節 (5) 表2.1
維持管理･運営必要
資格

クレーンデリック運転士とありますが、クレーン･デリック運転士
(クレーン限定)免許の理解でよろしいでしょうか。

No.341の回答を参照してください。

343
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 1 (1) 受付管理

「運営事業者は、受付・計量業務を24時間体制で行うこととする」
とありますが、計量棟に常時人員配置するのではなく、必要に応
じて、中央制御室やプラットホーム等から担当者が出向く運用方
式でもよろしいでしょうか。

貴社ご提案によります。

344
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 1 (5) 受付管理

夜間の搬入においても、処理困難物の混入の有無等の確認が
必要でしょうか。必要な場合、基準を満たしていないごみを確認
した場合、貴市への報告は翌営業日としてよろしいでしょうか。

夜間の搬入においても、計量棟やプラットホーム等で、
処理困難物の混入の有無等が確認できる方法をご提案
ください。なお、市への報告は翌営業日とします。

345
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 1 （5） 受付管理

搬入車に対して、”ごみの発生場所や処理困難物の混入の有無
等を確認すること”とありますが、許可業者及び委託業者は対象
外（一般搬入車のみに実施）でよろしいでしょうか。

許可業者及び委託業者も含みます。

346
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 1 （6） 受付管理

夜間（17時～翌日9時まで）は、許可業者及び夜間収集の委託
業者の収集車両が搬入するためとありますが、夜間搬入は22時
以降の搬入ではなく、17～22時の搬入もあるのでしょうか。

17～22時の搬入もあります。

347
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 1 　 　 受付管理

既存のごみ焼却施設における搬入台数実績（ピーク時と平時）
について、曜日毎、月毎の搬入量の偏りがわかる資料を入札公
告時にお示し頂けるようお願いします。

公告時に提示できる資料は提示します。

348
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 1 (6) 　 受付管理

既存のごみ焼却施設における夜間の搬入台数実績（ピーク時と
平時）について、時間ごとの搬入台数が分かる資料を入札公告
時にお示し頂けるようお願いします。

No.347の回答をご参照ください。

349
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 1 (5) 受付監理

運営事業者は、搬入者に対して、ごみの発生場所が市内である
か否かや、処理困難物の混入の有無等を確認すること。基準を
満たしていないごみを確認した場合は、受け入れないものとし、
併せてその旨を速やかに本市に報告すること。確認方法等の詳
細については本市と協議のうえ計画すること。との記載がござい
ますが、計量で確認するのは口頭での確認、紙に記載（氏名、
住所等）、免許書の確認などがあると思われますが、貴市として
必要な確認作業があれば具体的にご指示をお願い致します。

エコパークあぼしに準じて確認作業をお願いします。エ
コパークあぼしでは、「氏名、住所、電話番号、車番」を
申込書に記入いただき、免許証での確認を実施していま
す。
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350
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

14 第3章 第2節 3 誘導・指示

「なお、許可業者等の車両が搬出する際には、建屋への損傷を
防止するため、運営事業者は適宜声掛けを行うこと。」とありま
すが、どの様な事象を想定したものでしょうか。

収集車がごみ投入後にダンプの戻し忘れによる建屋へ
の衝突する場合等を想定しています。

351
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 3 誘導・指示
夜間搬入時にも、有人にて誘導・指示を行うと共に、車両退出時
に適宜声掛けをするとの理解してよろしいでしょうか。

夜間搬入時の対応については、貴社ご提案によります。

352
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 4 (1)
ごみ処理手数料の
徴収等

「本市が定める金額を本市が定める方法で徴収すること」ありま
すが、徴収方法についてご教示願います。キャッシュレス決済に
対応が必要な場合、手数料は貴市範囲との理解でよろしいで
しょうか。

徴収方法については実施設計時に協議するものとしま
す。
キャッシュレスの手数料については、貴社ご理解のとお
りです。

353
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 4 (1)
ごみ処理手数料の
徴収等

本市が定める金額を本市が定める方法で徴収すること。と記載
がありますが、徴収方法について想定されている内容をご教示
願います。

No.352の回答をご参照ください。

354
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 4 （1）
ごみ処理手数料の
徴収等

委託・許可業者からの現金等の徴収は無く、後納との理解でよ
ろしいでしょうか。

委託業者から手数料の徴収はありません。許可業者
は、月ごとに計量データを集計し後日請求しています。

355
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 4 (2)
ごみ処理手数料の
徴収等

「徴収した処理手数料についてはその翌日までに、必要な種類
とあわせて収納すること。」とありますが、金融機関の翌営業日
の認識でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

356
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 4 （3） 証明書等の発行

料金後納の場合、必要に応じて証明書等の発行を行うこととあり
ますが、夜間搬入時においても証明書等の発行は発生しますで
しょうか。

計量伝票等の発行は発生します。

357
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 5 （1） 受付

一般等の処理対象物の受付日及び受付時間は、原則として、月
曜日～土曜日の9時から17時までとするとありますが、昼間の受
付（12時～13時）はなしとの理解でよろしいでしょうか。

昼間の受付（12時～13時）もあります。

358
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 5 (2) 受付

「委託・許可業者の処理対象物の受付日及び受付時間は、原則
として毎日（ただし1月1日から1月3日を除く）24時間とする。」あり
ますが、12月31日は何時までの受入れでしょうか。

原則24時までですが、協議によるものとします。

359
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 5 (2) 受付

委託･許可業者の処理対象物の受付日及び受付時間は、原則と
して、毎日(ただし、1月1日から1月3日を除く。)24時間とする。と
記載がございますが、プラントの全休炉時の全停電による年1回
の電気設備の法令点検時がある場合は、受入を停止する調整
を頂けると考えてよろしいでしょうか。

貴社ご提案を認めます。なお、次年度の運転計画を提
出する際の協議とします。

360
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 5 (3) 受付

「本市が事前に提示する場合は、上記に関わらず受入を行うこ
と」とありますが、どのような事例を想定されていますでしょうか。

エコパークあぼしが運転停止となった場合など、一時的
なごみの受入れを想定しています。
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361
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

14 第3章 第2節 5 (4) 受付

年末年始等のごみ量が多い時期、道路事情で収集車が受付時
間に間に合わない場合等も柔軟に対応を行うことと記載ござい
ますが、この対応は年末年始等のごみ量が多い時期に限ったも
のとの理解でよろしいでしょうか。

年末年始の閉場時間開場時間については別途協議しま
す。

362
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 5 (4) 受付

「年末年始等のごみ量が多い時期、道路事情で収集車が受付
時間に間に合わない場合等も柔軟に対応を行うこと」とあります
が、その実績（頻度、延長時間等）をご教示下さい。

No361の回答をご参照ください。

363
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 5 (4) 受付

年末年始等の受付で長時間の延長が見込まれる場合、当該費
用については、ご協議頂けると理解してよろしいでしょうか。

No361の回答をご参照ください。

364
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第2節 5 (4) 受付

受付時間に間に合わない場合の柔軟な対応について、延長対
応した場合は対応費用を別途精算いただけるとの理解で宜しい
でしょうか。また人員シフト計画のため予めごみ量の多い時期と
日数をご教示願います。

開場時間は、毎日（1月1日から1月3日を除く）24時間の
ため、受付時間に間に合わないことはないと考えており
ます。年末年始の開場時間については、協議といたしま
す。

365
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (3) 搬入管理
月2回（昼1回、夜1回）の展開による搬入物検査時には、貴市担
当者の立ち合いはありますでしょうか。

市職員も立ち会う予定です。

366
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (3) 搬入管理

月2回（昼1回、夜1回）以上の展開による搬入物検査について、
検査実施時は貴市ご担当者様もお立合い頂けるとの理解で宜し
いでしょうか。

No365の回答をご参照ください。

367
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (3) 搬入管理

運営事業者は、展開による搬入物検査を月2回（昼1回、夜1回）
以上実施することと記載ございますが、夜1回について、実施す
る時刻は夜間の17時～翌日9時の時間帯において、事業者で任
意に設定できるとの理解でよろしいでしょうか。

協議により決定します。

368
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (4) 搬入管理

「段ボール箱などに入れられたもについては、その中身を確認す
ること」とありますが、一般持込者の他に許可業者も段ボール箱
にて搬入すると理解してよろしいでしょうか。その場合、夜間も確
認が必要と理解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

369
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (4) 　 　 搬入管理

「ダンピングボックスを活用などするなどして、処理困難物の混
入物防止を務めること」とありますが、対象は直接搬入車両のみ
と考えてよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

370
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (5) 搬入管理

処理困難物を搬入した者が持ち帰りに応じない場合、処理困難
物は、貴市指定の場所に重機等で搬送するとの理解でよろしい
でしょうか。また、夜間の場合の貴市への報告は、翌営業日とし
てよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

371
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (5) 搬入管理
処理困難物の持ち込み禁止案内のチラシの部数をご教示くださ
い。

必要に応じて配付してください。部数については、適宜
補充してください。
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372
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 (5) 搬入管理

さらに、処理困難物の持込み禁止案内のチラシを本市と協議の
うえ作成し、案内すること。と記載がございますが、配布対象は
処理不適物を持ち込んだ方に配布するということでよろしいで
しょうか。
また、チラシはA4サイズ1枚程度と考えて良いでしょうか。
参考に、配布する対象者の年間の人数をお教え頂きたく。（例え
ば不適物を持ち込んだ方であれば1日2名程度で500人/年）

前段については、貴社ご理解のとおりです。
チラシの仕様は協議によります。人数については不明で
す。

373
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

15 第3章 第3節 （6） 搬入管理

「運営事業者は、鳥インフルエンザ等の疫病発生時にこれらに
感染した又は感染した疑いのある物を受け入れ、これらを適切
に処理すること」とありますが、ごみ投入ホッパまでの搬入作業
は貴市範囲との理解でよろしいでしょうか。

No.140の回答をご参照ください。

374
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

15 第3章 第3節 (6) 搬入管理

「(6) 運営事業者は、鳥インフルエンザ等の疫病発生時にこれら
に感染した又は感染した疑いのある物を受け入れ、これらを適
切に処理すること。」とありますが、鳥インフルエンザ等の疫病発
生時にこれらに感染した又は感染した疑いのある物とは、密封さ
れた荷姿で搬入されるとの理解で宜しいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

375
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

16 第3章 第6節 (1) 用役の管理

電気、電話、通信等の経費は運営事業者の負担とありますが、
貴市にて使用する同経費は負担外と理解してよろしいでしょう
か。

本市が使用する電気は本業務に含みます。本市が使用
する電話、通信の経費は本市が負担する予定です。

376
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

16 第3章 第6節 (1) 用役の管理

なお、電気（アンシラリーサービス、発電側課金含む）、電話、通
信等に係る経費は運営事業者の負担とする。と記載がございま
すが、市職員室の電話、通信費は対象外と考えてよろしいでしょ
うか。

No.375の回答をご参照ください。

377
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

16 第3章 第6節 (1) 用役の管理

発電側課金が運営事業者負担となっておりますが、発電側課金
は貴市所掌の売電(系統接続し逆潮流させる)に伴って生じる費
用のため、事業者負担ではなく貴市の所掌として、P23に記載に
従い貴市が行う事務手続きの支援を事業者所掌とさせてくださ
い。
令和6年1月12日 経済産業省「相対契約における発電側課金の
転嫁に関する指針」において、発電事業者に課された費用は、
発電料金の一部として小売電気事業者に転嫁され、ひいては最
終需要家に転嫁されると記載があります。上記を踏まえて、発電
側課金導入後は買取価格に発電側課金相当分が織込まれるも
のと認識しております。

ご意見として承ります。
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378
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

19 第4章 第3節 1 （1） 補修工事

「維持補修管理システムを活用した保全計画を出来る限り作成
すること」とありますが、当該システムは、運営事業者独自のシ
ステムと理解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

379
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

23 第5章 第1節 (3)
本施設の余熱利用
管理業務

「(3)  運営事業者は、電力会社からの発電設備等の出力の抑制
の求めに応じること。」とありますが、電力会社の求めに応じ発
電を抑制したことでコストが増大した場合には、事業者でそのコ
ストを想定することはできないため、そのコストは電力会社ある
いは貴市の負担という理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

380
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

24 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

水質の測定頻度について、下水道法施行規則第15条第2号によ
るとの記載がございますが、貴市は同条同号のただし書きに規
定する公共下水道管理者が定める水質の測定回数の定めはな
く、施行規則に記載の測定回数を実施するとの理解で宜しいで
しょうか。

測定項目、頻度、下水道管理者への結果報告は、下水
道管理者との協議によります。

381
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

24 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

水質の項目は、生活系排水とプラント系排水を分流して排水す
る場合には、プラント系排水にのみ適用されるとの理解で宜しい
でしょうか。

どちらにも適用されます。

382
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

25 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

「熱灼減量は湿灰で含水率を測定すること」とありますが、水分
の影響を補正したうえで、熱灼減量の評価を行うとの理解でよろ
しいでしょうか。

分析業者による環整95号による計量証明での評価を想
定しています。

383
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

25 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

表に記載ある悪臭については、臭気指数、特定悪臭物質濃度
（敷地境界●箇所）の測定を年1回との記載がございます。一
方、要求水準書 設計・建設業務編（案）P12 表1.10に悪臭基準
値が記載があり、この基準値を引渡し性能試験で確認すると思
われます。
その中に臭気指数の記載はありませんが、計測が必要でしょう
か。
もし必要であれば、基準値を提示お願い致します。

必要です。臭気指数は参考値として計測してください。

384
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

25 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

表に記載ある熱灼減量については※3で熱灼減量は湿灰で含水
率を測定すること。との記載がございますが、乾灰での計測も可
として頂けないでしょうか。
要求水準書 設計・建設業務編（案） P29表1.12ではサンプリング
場所が
・焼却灰押出装置入口
・焼却灰押出装置出口以降
となっており、乾灰と湿灰の両方となっていると思われます。

ご提案によります。
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385
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

25 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

水質の測定基準、頻度は「下水道法施行 規則第 15 条 第 2 号
による」とありますが、具体的には有害物質項目（2回／年）、ダ
イオキシン類（1回／年）とし、生活環境項目（月1回）は日平均排

水量が50m
3
未満の場合は除外との認識でよろしいでしょうか。

No380の回答をご参照ください。

386
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

25 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

主灰、飛灰処理物の「重金属溶出試験※シアン化合物含む」は
アルキル水銀化合物 、水銀又はその化合物、カドミウム又は水
銀化合物、鉛又はその化合物 、六価クロム又はその化合物、砒
素又はその化合物、セレン又はその化合物、1,4-ジオキサンの8
項目にシアン化合物を足した9項目との認識でよろしいでしょう
か。

貴社ご理解のとおりです。

387
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

25 第6章 第2節 表6.1
業務期間中の測定
項目

作業環境測定の炉室ダイオキシン類測定においてD値は法令
上、作業内容、設備に大きな変更がない場合は同じ値を使用す
ることが出来るため、大きな設備変更等なければ同じ値を使用し
ても問題ないとの理解でよろしいでしょうか。

作業場の施設、設備、作業工程又は作業方法が、大幅
な変更を行わない限り同じD値を使用しても問題ありま
せん。ただし、大幅な変更内容については本市との協議
によります。

388
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

29 第8章 第4節 (1) 　 　 見学者対応

見学者対応の人員体制検討のため、市様の既存のごみ焼却施
設における直近の見学者実績をご提示頂けますでしょうか。月
別、団体種別（小学校社会科学習、一般団体見学、一般個人見
学等）単位の見学者人数が分かるようご提示をお願いします。

No324の回答をご参照ください。

389
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

29 第8章 第4節 (3) 見学者対応

運営事業者は、見学者説明用パンフレットの内容更新、追加印
刷等を実施すること。詳細については本市と協議し、決定するこ
と。と記載がございますが、追加印刷に関する想定量（1年に各
種類何部程度を見込めば良いか）もしくは見学者（想定）数をご
教示お願い致します。

要求水準書 設計・建設業務編（案）P129にパンフレットの初期納
入数は記載がございます。
一般用（日本語） 10,000部
一般用（英語） 2,000 部
小学生用（日本語） 10,000部

来訪する見学者によりますが、納品時にご質問の10,000
部などを納品されることから、運営開始すぐに発生する
ものではありません。
追加更新が必要となった場合、本市と協議し作成してく
ださい。

390
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

29 第8章 第6節 (1)
市民向けイベントの
企画

年1回以上の頻度で環境啓発に関連するイベントを企画・開催す
る旨記載がございますが、大研修室をはじめとする管理施設内
の諸室を利用することは可能との理解で宜しいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

391
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

29 第8章 第6節
市民向けイベントの
企画

イベントは、大研修室や多目的広場を活用できるとの理解でよろ
しいでしょうか。また、イベントの告知、参加者の募集も事業者側
で実施するとの理解でよろしいでしょうか。

前段後段とも貴社ご理解のとおりです。
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392
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

30 第8章 第8節 (2)

災害発生時の対応
及び指定避難所用
物資保管倉庫の管
理

貴市で管理される備蓄品の品目・数量、必要なスペースをご教
示いただけないでしょうか。

管理する備蓄品は未定です。必要なスペースは、要求
水準書（案）（設計・建設業務編）p149④に示す20m2以
上となります。

393
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

30 第8章 第8節 (2)
指定避難所用物資
保管倉庫の管理

備蓄品の管理は貴市が行うとの記載がございますが、備蓄品の
選定・購入・期限管理全て貴市が行うとの理解で宜しいでしょう
か。参考までに貴市が準備される備蓄品をご教示願います。（種
類・数量・大きさなどの想定がありましたらお願い致します。）

購入する備蓄品は未定ですが、本市において調達・管
理等しますが、同倉庫内の清掃等は運営事業者で行っ
てください。

394
要求水準書
運営・維持管理業
務編(案)

30 第8章 第8節 (2)

災害発生時の対応
及び指定避難所用
物資保管倉庫の管
理

「(2)  備蓄品の管理は本市で行う。災害時の避難所運営に協力
すること。」とありますが、備蓄品を調達するのが事業者の場合、
備蓄品の品目をご教示いただけないでしょうか。

No.393の回答をご参照ください。

395
要求水準書
運営・維持管理業
務編（案）

32 第9章
第10
節

清掃実施
大研修室の管理所掌が不明ですが、事業者の清掃範囲に含ま
れないと考えてよろしいでしょうか。

大研修室の管理は運営事業者の所掌になりますので、
清掃業務も実施してください。

396
要求水準書
添付資料

01 事業実施区域

旧姫路市南部美化センターの正確な位置を把握することが、適
切な工事計画及び価格低減に繋がると考えます。旧姫路市南部
美化センターの全体配置図のCADデータまた座標を入札公告時
にお示し頂けるようお願いします。

公告時に提示できる資料は提示します。

397
要求水準書案_添
付資料

-
添付
資料-

01
事業実施区域

「添付資料-01  事業実施区域」のCADデータを頂けないでしょう
か。

CADデータは市で保有していません。

398
要求水準書
添付資料

01 事業実施区域
事業実施区域が、建築基準法上の敷地境界線との理解でよろし
いでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

399
要求水準書
添付資料

01 事業実施区域
事業実施区域の境界が、緑化・騒音・振動・臭気の敷地境界に
なるという理解でよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

400
要求水準書
添付資料

01 事業実施区域
河川区域、港湾隣接地域、河川保全区域、海岸保全区域に関し
て、本事業で考えられる規制内容をご提示願います。

各管理者に必要となることを確認してください。

401
要求水準書
添付資料

01 事業実施区域
河川区域、港湾隣接地域、河川保全区域、海岸保全区域に関し
て、本区域に埋設されているものはございますでしょうか。

各管理者に必要となることを確認してください。
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402
要求水準書案_添
付資料

-
添付
資料-

01

事業実施区域
河川区域、港湾隣接
地域

河川区域、港湾隣接地域に関して、以下についてご回答願いま
す。
（１）本区域、地域の規制内容についてご提示願います。
（２）①建築物の建設に関する制約、②重機等の上載荷重に関
する制約、③解体工事に関する制約、④その他の制約について
ご教示ください。
（３）本区域、地域に埋設物があればその詳細についてご教示く
ださい。
（４）本区域、地域の明確な範囲（CADデータ・座標）をご教示くだ
さい。

（１）必要に応じて各管理者に確認してください。
（２）把握しておりません。
（３）把握しておりません。
（４）CADデータ・座標は市で保有していません。

403
要求水準書案_添
付資料

-
添付
資料-

01

事業実施区域
河川保全区域

河川保全区域に関して、以下についてご回答願います。
（１）本区域、地域の規制内容についてご提示願います。
（２）①建築物の建設に関する制約、②重機等の上載荷重に関
する制約、③解体工事に関する制約、④その他の制約について
ご教示ください。
（３）本区域に埋設物があればその詳細についてご教示くださ
い。
（４）本区域の明確な範囲（CADデータ・座標）をご教示ください。

（１）必要に応じて各管理者に確認してください。
（２）把握しておりません。
（３）把握しておりません。
（４）CADデータ・座標は市で保有していません。

404
要求水準書案_添
付資料

-
添付
資料-

01

事業実施区域
海岸保全区域

海岸保全区域に関して、以下についてご回答願います。
（１）本区域、地域の規制内容についてご提示願います。
（２）①建築物の建設に関する制約、②重機等の上載荷重に関
する制約、③解体工事に関する制約、④その他の制約について
ご教示ください。
（３）本区域に埋設物があればその詳細についてご教示くださ
い。
（４）本区域の明確な範囲（CADデータ・座標）をご教示ください。

（１）必要に応じて各管理者に確認してください。
（２）把握しておりません。
（３）把握しておりません。
（４）CADデータ・座標は市で保有していません。

405
要求水準書
添付資料

02 柱状図等

添付資料02「柱状図等」以外の地質調査結果を開示いただけな
いでしょうか。また、文字が不鮮明で読み取れないような資料が
ある場合は、原紙で確認させていただくことは可能でしょうか。

地質調査はありません。また、その他原本は契約後に
可能な限り開示します。

406
要求水準書
添付資料

02 柱状図等

仮BM±0.000m＝現状地盤標高という理解でよろしいでしょうか。 仮BMは当時の設計基準であり、現在の地盤高とは相違
があります。

407
要求水準書
添付資料

03 敷地求積図

敷地境界線の座標を示す測量図をご提示願います。 No.20の回答をご参照ください。

408
要求水準書
添付資料

04 各種取合点

取合点が明示されていますが、取合点接続として本管からの引
込工事は発生しないものとの理解でよろしいでしょうか。

取合点からの工事が建設事業者の範囲です。ただし下
水道管については公道からの引込工事が発生する恐れ
があります。
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409
要求水準書
添付資料

04 各種取合点

下水放流点の桝深さや管径等の情報を入札公告時にお示し頂
けるようお願いいたします。

公告時に提示できる資料は提示します。

410
要求水準書案_添
付資料

-
添付
資料-

05

形質変更時届出区
域指定範囲
土壌試料採取地点
①②

本資料でハッチングされた箇所(形質変更時届出区域指定範囲
図　土壌試料採取地点①②)は既に形質変更時要届出区域に指
定されており、本事業対象地は姫路市HPの「姫路市内の要措置
区域等の指定状況」の「指定番号 指-87号 ※埋立地管理区域」
と理解してよろしいでしょうか。

「姫路市内の要措置区域等の指定状況」
(https://www.city.himeji.lg.jp/kurashi/cmsfiles/contents/000000
2/2385/shiteikuiki202510.pdf)

貴社ご理解のとおりです。　URLは適宜更新されていま
す。

411
要求水準書案_添
付資料

-
添付
資料-

05

形質変更時届出区
域指定範囲
土壌試料採取地点
①②

本資料は概況調査後の詳細調査（深度方向調査）を省略してお
り、深度方向はすべて汚染が広がっていると想定するものと理
解してよろしいでしょうか。

貴社ご理解のとおりです。

412
要求水準書
添付資料-06

倉庫の車両仕様

倉庫の引戸サイズに関して、高さは2.5ｍ、幅はトラックが出入り
できる幅とありますが、倉庫内に入るトラック仕様（サイズ）をご
教示いただけますでしょうか。
トラックサイズによっては、引戸高さ2.5ｍの場合、過少になる可
能性があると考えたためです。

幅は有効3.5ｍを確保してください。

413
要求水準書
添付資料-06

倉庫の引戸仕様

倉庫の出入口扉は引戸と記載されておりますが、出入口扉の形
式は事業者提案とさせていただけますでしょうか。（例：手動
シャッター、両扉等）
倉庫内部も浸水からの保護対象となる場合、適切な止水性建具
を事業者側から提案させていただきたいためです。

両引戸としてください。倉庫内部も止水対象とします。止
水方法は手動設置以外の方法とし、事業者提案としま
す。

414
要求水準書
添付資料-06

倉庫洗浄排水

倉庫洗浄排水は下水道へ放流となっておりますが、直接下水道
放流でき、水質測定も不要との理解で宜しいでしょうか。

下水の端部にグリストラップの設置をしてください。水質
測定は不要です。
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415
要求水準書
添付資料-08

工業用水のサンプリ
ング

添付資料のみでは分析項目に不足がございますので、添付資
料の項目以外に以下の項目の検査結果を開示ください。難しい
場合は入札公告前に事業者で原水水質の調査を実施させてい
ただきたく存じます。また、事業者にて調査を行う場合、サンプリ
ング場所、方法についてご教示願います。

本市から提供できるサンプリングデータが全てです。追
加の調査は契約後に予定してください。

416
要求水準書
添付資料

添付
資料
09

(7)
鳥インフルエンザ等
の処理に係る対応
（過去の事例）

「プラットホームからごみ投入ホッパまで直接クレーン投入できる
ルートを確保する」とありますが、ごみクレーンバケットの搬入出
用マシンハッチからごみクレーンにて搬入するとの理解でよろし
いでしょうか。また、少量の場合でもプラットホームからの搬入で
はなく、搬入方法については事業者提案とさせていただけないで
しょうか。

詳細については県と協議により決定します。添付資料09
を修正していますので、参照してください。

417
要求水準書
添付資料-09

鳥インフルエンザ焼
却対象物の処理方
法

(1)～(7)のご要求がありますが、大量処理と少量処理の2種類の
ご要求があるのでしょうか。つまり、大量処理の場合は(3)(4)(5)
が適用され（クレーンを使わないで台車で投入ホッパに運ぶ）、
少量処理の場合は(7)が適用される（クレーンを使って直接ホッ
パに投入する）、と理解しましたが正しいでしょうか。(1)(2)(6)は
共通要求事項と理解しております。

No.416の回答をご参照ください。

418
要求水準書
添付資料-09

鳥インフルエンザ焼
却対象物の搬入量

鳥インフルエンザ焼却対象物について、一回の搬入量目安をご
教示いただけますでしょうか。

No.416の回答をご参照ください。

419
要求水準書
添付資料09

鳥インフルエンザ焼
却対象物の荷下ろし
場

荷下ろし場の位置については、プラットホームと同じレベルでご
みピット横の再積み出し場などを提案してもよろしいでしょうか。
プラットホームとは別の位置に荷下ろし場を設ける要求の意図を
確認させていただくものです。

No.416の回答をご参照ください。

大腸菌群数 MPN/100mL
大腸菌数 CFU/100mL
全亜鉛 mg/l
カドミウム mg/l
全シアン mg/l
鉛 mg/l
六価クロム mg/l
砒素 mg/l
総水銀 mg/l
ジクロロメタン mg/l
四塩化炭素 mg/l
シス-1,2ジクロロエチレン mg/l
トリクロロエチレン mg/l
テトラクロロエチレン mg/l
ベンゼン mg/l
フッ素 mg/l
ほう素 mg/l
1,4-ジオキサン mg/l
クロロホルム mg/l
フェノール類 mg/l
塩化物イオン mg/l
セレン mg/l
塩素酸 mg/l
クロロ酢酸 mg/l
ジクロロ酢酸 mg/l

分析項目 単位

ジブロモクロロメタン mg/l
臭素酸 mg/l
総トリハロメタン mg/l
トリクロロ酢酸 mg/l
ブロモジクロロメタン mg/l
ブロモホルム mg/l
ホルムアルデヒド mg/l
アルミニウム及びその化合物 mg/l
ナトリウム及びその化合物 mg/l
陰イオン界面活性 mg/l
ジェオスミン mg/l
２-メチルイソボルネオール mg/l
非イオン界面活性剤 mg/l
Mアルカリ度 mg/l
シリカ mg/l
残留塩 mg/l
硝酸イオン mg/l
遊離炭酸 mg/l
アンモニア態窒素 mg/l
安定度指数
味
臭気
色度 度
濁度 度

分析項目 単位
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420
要求水準書
添付資料-09

搬入ルート及び投入
作業スペースの隔離

鳥インフルエンザ等の処理に係る対応時の隔離や養生などの参
考写真がございましたら、参考までに提供いただけないでしょう
か。

写真はありません。

421
要求水準書
添付資料-09

搬入ルート及び投入
作業スペースの隔離

搬入ルートと投入作業スペースの隔離、養生については、事業
者若しくは保健所等の職員のいずれが対応する想定かご教示
いただけますでしょうか。

県の所掌となります。添付資料09を修正していますの
で、参照してください。


